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図書館自己点検・評価について (9) 
図書館自己点検・評価委員会
作業部会の報告にあたって
大学図書館が、教育・研究支援に対応するために、多くの課題に直面していることは、平成 7年度の図書館
自己点検・評価委員会「報告書」並ぴに大学の「自己点検・評価報告書1993-1994年度」にみるとおりである。
また、「まえがき」にあるように、この課題に対して改善・改革していくために、継続した活動にこそ自己点
検・評価の意義があるものと考える。
当作業部会は、平成 6年11月に図書館自己点検・評価委員会の議により設置された。同委員会委員のうち、
図書館次長およぴ図書館業務に日常携わっている各部署 (4課）から選任された者で構成されている。本年度
の当作業部会では、上記 2つの報告書において指摘された事項を受け、その内容について現状分析を行うとと
もに、指摘事項に関する図書館における検討状況及びその進捗状況を把握し、一定の取り纏めを行った。自己
点検・評価の結果に関しては、それを真摯に受け止め、中期的あるいは将来にわたって、一定の構想に基づい
てどのように改善し、発展させていくのかが、大変重要な課題である。そのためには冒頭記したように、継続
して自己点検・評価作業を続けていかなければならない。
今年度（平成 8年度）は、報告書を取り纏め公表する年度には該当しないが、その作業内容について今後も
継続して検討を行うための資料として、その内容を明らかにしておく必要がある、との委員会の判断によるも
のである。
従って、図書館が改善を加えていくうえで，将来の方向性を示唆する内容としてとりまとめ，中間的ではあ
るが以下に報告する。同時に各当該部署に回付、各当該部署は、それを重要な参考資料として、業務の改善に
向けて引き続き検討されることを期待するものである。
凡例
平成 9年 3月
図書館自己点検・評価委員会作業部会
永橋充昭
（図書館次長）
1 「平成 7年度図書館自己点検・評価について（報告）」に関西大学図書館フォーラ
ム』創刊号1995)及び「自己点検・評価報告書1993年度～1994年度」（『関西大学「学
の実化」』 Vol.I No. 4) における指摘事項と、それに対応する現状を、中項目ごと
に示した。
2 『学の実化』での指摘事項は＊を付けて区別した。
3 指摘されている箇所の頁数等を【 】で括って示した。頁数等は、頁と上または下か
ら何行目であるかを、「上」または「下」の文字とともに記した。『図書館フォーラ
ム』については、左段・右段の区別も記した。
4 内容によっては、別の項目に移動させたものがある。
5 複数の項目に当てはまるのではないかと考えられるものについては、それぞれ次のよ
うに取り計らった。
(1) 職員の養成、専門職のことに関するものは、各所にあらわれるが、原則として E
2に集めた。
(2) A 1とC4とでは、同じようなことが取り上げられている部分がある。どちらに
も当てはまる可能性のあるものは、 C4に集めている。
(3) 保存図書館に関する項目は、 D2に集めることとした。
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I 作業部会の報告
図書館自己点検・評価第 2次調査作業票 (95年度報告概要に対する現状とその検討状況）
'95年度報告概要
A 利用・サービス
1 利用者サービス
(1) 図書館開館時間（日数）は、本学の在学生、
卒業生のみならず、社会人を含む利用者のニー
ズに対応して、体制の整備を行い、適正な運用
を図る必要がある。【37左上 5]A 1 
(2) 利用者の多い年末年始の開館 Hの延長希望に
どのように対応するかが今後の残された問題
【37左上11】
*(3) 開館H・時間の増加・延長の要請については、
制度・諸条件・諸環境の整備を図り、可能な限
り要請に応えられるよう、改善の方途について
関係部署と協議されることが望まれる。 [99上
3】Al
(4) 日曜日及び時闇外に開館している開架閲賢室
での書庫図書の貸出等を検討する必要がある。
[37左上 9】Al
*(5) 定時事務職員にたよらざるを得ない部分と、
専任も夜間と日曜日に配罹するため時差勤務や
振替休日の割当を余儀なくされ、全体にサービ
スの層が薄くなる懸念あり【95上12】El
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現状と検討状況
(1)-(3) 
閲覧．貸出、レファレンス、情報検索、複写、グ
ループ学習等の利用者サービスを受けることができ
る図書館開館時間（日数）は、利用者サービスの基
本である。この巷本的な開館時間は、利用者ニーズ
と運営経費、サービス提供の内容、図書館員の労働
条件によって決まってくる。
本学図書館の開館日数・時間は次の通り。
①開館日数約290日弱
夏季土• H、8/11-20
休暇中の休館H［冬季 H、12/28~1/6 
春季几入学試験期間とその前B
②開館時間 9時～ 21時30分（授業・試験期間）
開館日数・時間とも他大学に比較して、上位に位
岡しており、特に関西四大学では、最も多くなって
いる。
(4) 
94年 4月以降、現員のままで運用上の措置により、
新たに日曜日及び時間外 (20:00-21:30)の開館を
実施している。人員増が期待できない状況下で、開
架閲覧室での書庫図書の貸出等がどの様な体制、方
法でできるか、現在鋭意検討中。
(5) 
カウンター勤務体制（人数）
（ ）内の人数は、振替•第 2 休 H 等による、平
均的実配置人員を示す。
専任日勤 疋rっ 1寺 専任夜勤 疋ヽ 時
メイン 3 (2) 3 (2) 1 2 
書 庫 3 (2) 4 (3) 1 3 
開 カ本u・ 4 (3) 4 (3) 2 3 
レ7アレンス 5 (3) 1 2 
゜図書館の電子化により、利用者ニーズはより一層
多様化・高度化してきた。図書館員の経験と能力差
図書館自己点検・評価について (I) 
(6) 総合図書館としての役割を充分に発揮するた
めには、利用者の要求分析と満足度が確認され、
それに応じたサービス体制が明確化されること
が必要。【37左下15】Al
*(7) 新しく導入された入館機による入館者データ
から、今後は有効な利用動向の分析ができ、新
たな施策が講じられるものと期待したい。【96
上 3】Al、D1 
(8) 図書資料（蔵書）と図書館設備が積極的に利
用される状態を創りだすことによって、教員・
学生に対して、図書館サービスの中心である資
料提供が正確．迅速に行なわれる必要がある。
【37右上 4】Al
*(9) 図書資料と図書館諸設備を積極的に活用され
る環境を創り出す必要がある。【94上12]A 1 
(10) 利用資格、閲覧条件、貸出期限・冊数等が、
利用実態に即して適切か否か検討する必要があ
る。【37右上 9】Al
(1) 予約が入った場合の貸出者への一時返還の督
促、貸出期限超過者への督促、入庫者等の制限
範囲が現行のままで適切か否か検討されなけれ
ばならない。【37右上12】Al
は、とりもなおさず利用者の満足度に比例する。開
館時間の延長・レファレンスの充実と労働時間の短
縮という相反する条件のなかで、利用者に満足され
るには、全体のサービスを薄くするのではなく、休
日開館日・時間外のサーピスをある程度限定するこ
とで平日のサービスを充実するのが、当面の良策で
あろう。
(6)(7) 
閲覧システムや入館機により得られる様々な統計、
日常業務の中で得られる利用者の生の声等を参考に、
サービス体制の改善に努めている。
(8)(9) 
①各種利用ガイダンスの実施、②図書館HowTo 
の配布、③『図書館フォーラム』『関西大学通信』
等での資料紹介等により、利用方法、蔵書内容の周
知を図っている。また、①蔵書の展示、②講演会の
実施、③研究・学習に密着した資料以外に、教養や
人格の陶冶に資する資料を収集する等により、利用
者の来館を促すための方策にも工夫を凝らすなどし
て、資料と設備が積極的に活用されるよう努めてい
る。
(10)(1) 
利用に関する規程類として、①図書館利用規程
(1985. 2制定） ②図書館利用に関する取扱要領
(1996. 4改正） ③特別貸出に関する内規 (1985.4) 
④限外帯出に関する内規 (1985.4)がある。これら
については、常に見直しを行い、適切なものとする
よう努めている。
予約があった場合でも、原則として、貸出者への
一時返還の依頼は行わない。貸出期限を超過した場
合のみ、電話で至急返還するよう連絡している。ま
た、予約がない場合でも、貸出期限を超過した資料
について、利用資格別に、一定の間隔をおいて文書
による返還督促を行っている。
人庫検索は、研究者に限ることを原則とし、通常
は教員・大学院生とそれに準ずるものに限り認めて
いる。また、大学院修了者で、共同研究者として教
員より申請があった者にも許可している。上位年次
の学部学生は、教員が研究指導上必要と認めた場合
に限り、申請に基づき許可することとしているが、
同時入庫者数を50名までと制限している。このよう
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な入庫制限が適切かどうかについては、現在、学部
教育課程等を踏まえて検討中である。
今年度は 3年次生の入庫について弾力的に運用し
ている。
(12) 高槻図書室との相互利用に充分な連携が必要 ！ （12) 
【37右上15】A1 i 高槻図書室とは、原則として双方の全ての蔵書に
， ついて、現物の送付による相互利用を行っている。
資料の請求はFAXによって行う。
適宜、連絡調整会を開催し、利用サービス上での
， 問題点について協議している。
(13) 定期的な書架点検の徹底化が欠かせない【37 ! (13) 
右上21】Al i 年間業務計画として循環方式による現物照合をお
(14) 現在散見される適正に管理されていない加除
式図書について、早急に対策を立てること【37
右下15】Al
(15) 蔵書の増加に対応した保存スペースの確保等
必要な措置を講じること【37右下 8】Al
(16) 1975年以前の雑誌の電動集密書架への集中配
架は利用者に不便を来しているので、より合理
的な方法がないか検討を要する。【38左上 8】
Al 
こなっている。
特に、開架閲覧室については、 リタイヤ図書抽出
の準備作業の際に、毎年書架点検を行っている。ま
た、 H常業務における定型業務として、書庫・開架
閲覧室共に、常に書架点検を行っている。
貴重書庫の配架を分類順より形態別受入順に変更
したのに伴い、現物照合と書架点検を行った。書庫
図書は配架が過密状態にあるため、頻繁に移動作業
を行っている。
(14) 
現在は、和洋とも「加除式図書処理要領(1994.6)」
「追録さしかえについて (1996.11)」に従って適正
に処理されている。
(15) 
書庫図書の配架率は現在75~85％となっており、
新着図書の配架に支障を来している。この狭硲化の
対策として、 96年度に、今後3年間の配架スペース
をつくるための書庫図書移動計画案を策定した。こ
の計画に基づき、 96年度には、①電動書架を10基増
設②Blの400、500代の洋書について B2電動書架
ヘ別置③B1の洋書系の延長等の措置をとった。そ
れ以降の対策として、①電動書架壁面への固定書架
設濫②利用頻度の低いテレリフト部分の撤去とレー
ルの短縮等による書架増設面の確保③複本の整理
（除籍）等多面的に検討中である。
(16) 
書庫図書の高配架率への対策のため、止むを得ぬ
措置として実施している。固定書架の随所に案内版
を設け利用者に対応している。
* (17) 図書館ロピーの地方紙のコーナーは、本学独
自の制度として今後も維持したい【63上23】A
1 
(Iり
96年 6月現在、①沖縄タイムス②京都新聞③神戸
新聞④中日新聞⑤中国新聞⑥北海道新聞⑦河北新報
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* (18) 現在の貴重書は、必要以上に貴重資料扱いさ
れているきらいもあり、専門分野の研究者に対
しても貸出制限があるなど、活用方法について
検討を必要とする。【148下10】Al
* (19) 図書館における図書検索の機械化（端末利
用）のために、学生への図書貸出冊数が減少し
ているのではないかと心配である。【26上 2】
Al 
(20) マルチメディア（オンラインネットワーク、
CD-ROM、各種データベース等）を駆使した
サービス体制や代行検索サービス体制を整える
ことも急務である。【37左下 8】Al
(21) I Rによるレファレンスサービスの基本計画
を策定し、使用する外部データベースを選定す
ることは、重要な要索である。【38左上17】A
1 
(2) CD-ROM等ニューメディアを図書館に保管
する場合は、研究室等から端末を使って利用で
きる体制が不可欠【38左上20]A 1 
(23) 情報検索のサービス体制を確立するため、
①マルチメディアの充実と適正な連用、後継者
養成が図られているか
② I R等によるレファレンスサービスの費用を
⑧新潟 H報⑨四国新聞⑩西 H本新聞を備えつけてい
る。今後も地方新聞の提供を継続する予定である。
(18) 
①賞重書 (C、C2) の指定については「貴重図
書及び準貴重図書指定基準 (1983.4制定） ②貴重書
の取扱いについては、「第 5種図書（貴重書及び準
貴重図書）等の取扱いに関する内規」 (1985.4制
定）に従っている。
形態的、内容的にみて、一般図書と同様の配架が
困難なため、準貴重図書扱いとしている資料に関し、
学術資料課と閲覧サービス課において問題点、改善
点を協議している。
また、貴重書•特殊コレクションを、マイクロフ
ィルムで閲覧する場合には、許可願を必要としない
方向で検討している。
反対に、一般書架に配架されている図書で、貴重
図書扱いが妥当とされるものがないかについても、
見直す必要がある。
(19) 
下表の統計に見るように、 92年度以降、学部学生
に対する、館内閲覧．館外貸出冊数の合計は、毎年
2万冊程度増加している。
学部学生の図書利用冊数の 5年間の推移
（学事統計—館内閲覧．館外貸出数）
91年度 240,834（冊）
92 247,830 
93 266,406 
94 288,200 
95 306,730 
(20)~（24) 
I R検索のオンラインデータベースとしては、ロ
経テレコン（各種新聞記事検索・各種統計データ）、
学術情報センターのNACSIS-CAT、NACSIS-IR
（文献情報）、 JOIS（科学技術文献情報）、 DIA"
LOG（海外文献情報・ビジネス情報）、国文学研究
資料館データベース（国文学文献情報）、 LEXIS
（海外判例情報）、民族学博物館所蔵資料データベ
ース、 DIALINE（ビジネス情報）等があり、 I R 
によるレファレンスサービスを行っている。以上の
データベース以外にも、 9月より FirstSearch（海
外文献）のサービスも開始した。 I Rによるレファ
レンスサービス体制を確立するための方策（課金方
法、夜間利用、代行検索サービス、主題専門家の育
成等）が図書：館業務改善委員会によって検討され、
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自己負担することは適当か
③夜間の利用指導等は適当か
④代行検索サービスは適切か
⑤研究者に対応できる主題専門家の育成が図ら
れているか
などが今後検討すべき課題である。 [38左下20】
Al 
* (24) レファレンスルーム、レファレンスカウンタ
ーは、今H的将来的要請に応えていくために、
主題の専門知識はもちろんサーチャー技能を有
する職員の配潰、ニューメディア導人等の積極
的な環境整備を図る必要がある。【94下8】A
1、E2
(25) 学内関係機関との連絡調整に甚づいた相互利
用実施計画の策定【38左下11]A 1 
(26) 「開かれた大学」の理念を遂行するため、
①学外の各種研究機関との相互利用の推進を図
り、
②学術情報センター (NACSIS-ILL)の活用
による相互利用の効率化を促進していかなけ
ればならない。【38左下10】Al
闘 学術情報センターシステムに代表される図書
館相互利用を活性化させるためには、その制度
の周知と業務対応の整備が必要である。【38左
下8】Al
(28) 学術情報センターヘの所蔵登録を推進するこ
とで相互利用の拡大につなぎたい。【38左下
3】Al
(29) 複写サービスにおける著作権法上の問題につ
いては、充分な管理・運用がなされているとは
言いがたい。絶えず注意を促してゆく努力が今
後も必要であろう。【38右上 1】Al
(30) 文献複写は、私費、校費とも今後プリペイド
カード方式への変更を考慮する必要がある。そ
のためには、①複写機の統一、②プリペイドカ
ードの費用負担と販売方法、③校費によるプリ
ペイドカード利用等、多方面にわたる調整が必
要である。【38右上10】Al
(31) 快適な読書環境の維持、返却本の迅速な配架
等の書架整備、非常時の緊急処置には、十全の
管理体制を整えることは言うまでもない。【38
右上18】Al
(32) 盗難予防に対する具体的な対策を講じること
も重要な課題【38右上24】Al
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「ニューメディア対応の指針について」の答申を得
f= ヽ0
CD-ROMについては、 95年度よりレファレンス
コーナーにサーバー (CD-ROM30枚搭載可能のド
ライプ） ／クライアント側パソコン 6台を設罹し、
利用者に提供している。資料内容は二次資料を中心
に、参考文献、企業情報、統計資料等、幅広く備え、
資料に応じてネットワークとスタンドアローン利用
に使い分けをしている。検索内容はプリントアウト
または、フロッピーディスクにダウンロードができ
る。 96年度には高槻図書室も学内 LANを通じて利
用可能となった。今後学内 LANの整備によって、
さらに広範囲の利用が可能となる。
伽）～(.28)
学内関係機関との相互利用については、レファレ
ンスカウンターが窓IJになりサービスを行っている。
今後関係機関との連絡調整により更に、利用者サー
ビスの向上に寄与したい。
学内に所蔵していない資料については、他大学図
書館、国立国会図書館、各種研究機関等と閲覧．複
写・貸出の相互利用を行っている。学術情報センタ
ーのNACSIS-ILLは、参加機関との通信により、
迅速な資料情報の入手が可能となった。国内で人手
できない資料はDialOrder、BLDSC等により、直
接海外へ文献複写依頼を行っている。
(29) 
複写については、著作権法に従い、①図書館利用
規程②図書館利用に関する取扱要領③著作物全部の
複写に関する取扱要領に甚づき実施している。さら
に、館内巡回時等にも使用状況に十分配慮している。
(30) 
96年度より院生・招聘研究者の校費（教材費）複
写について、プリペイドカード方式が採用された。
これに伴い 1階及び書庫に、これに対応する複写機
を設置した。今後、他の利用者についても、この方
式の採用を検討している。
(31)(32) 
適宜閲覧室等利用者スペースを巡回し、快適な読
書環境の維持に努めている。特に、利用者の集中す
る試験期には、館内の環境整備のために、全館によ
る特別体制により対処している。返却本の迅速な配
架に努めている。
図書館白己点検・評価について G
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非常時の緊急処罹については各カウンター業務マ
ニュアルの周知と「総合図書館における急病・負傷
学生発生に伴う心得」をもとに対応している。
盗難予防については、館内放送及び巡回時等に適
宜注意を促しているが、貴重品の盗難について具体
的な対策を検討中。
(3) 館内案内、利用方法、資料の探し方、オンラ i (3) 
イン日録検索等気軽に質問できるフロアサービ i 館内案内については、①新人生オリエンテーショ
スを検討する必要がある。【38右上21】A1 i ン②上位年次生の人庫指導の際に実施するほか、③
ゼミ単位、クラス準位等による申込みがあった場合
にも行っている。資料の探し方、オンライン目録検
索指導等は、各階のカウンター係員が臨機に対応し
ている。
2 利用指導•利用案内
(1) 図書館主催のガイダンスは学生のニーズを知
って適切な時期に開催されているか、クラス・
ゼミ等単位のガイダンスは教員への周知が充分
かどうか、教員との密接な打合せに碁づいて効
果的な運用がされているか否か、検討を要する。
【38右下10]A 2 
*(2) 学生の蔵書の利用には、教育効果、学習支援
の観点から、教員による図書館利用指導、図曹
館側の指導、啓蒙の重要性が浮かび上がってく
る。【98下11】A2
*(3) 図書館は新入生対象ばかりでなく、ゼミ単位
などによる図書館利用案内の啓蒙行事を行う体
制を整えているが、先生方の協力も必要。【26
上 3】A2
(4) 2年次生以上の在学生に対するオリエンテー
ションに関しては、クイックレファレンス体制
の充実と、印刷物、 AV資料、端末機等による
インフォメーションによって、利用者が随時接
触できる利用指導（案内）に力を注ぐことが必
要。 [39左上17】A2
(5) 書庫利用ガイダンス（ゼミ単位・ゼミガイダ
ンスは除く）は、現状では学部・学科の異なっ
た利用者を同時に案内することもあり、より利
用者ニーズに沿った方法を検討すべきである。
【39左r24]A 2 
(6) 検索用端末機等の利用説明会は、操作方法の
説明にとどまらず、文献検索法等に及んだガイ
ダンスが必要である。【39左ド18]A 2 
(1)-(6) 
図書館は、毎年度「図書館利用指導年間実施計
画」を策定して新入生オリエンテーション、段階別
利用指導、検索用端末装置の利用説明を行うほか、
ビデオテープやHI}子、印刷物により啓蒙に努めてい
る。
特に、新入生オリエンテーション、下位・上位：年
次の段階別指導、ゼミ単位の利用指導や文献利用指
導、またそのためのリーフレット作成等については、
教員との連携を図りながら、内容の充実と方法の改
普に努め、視聴党メディアの活用を図る等、利用指
導全般にわたる体系的組織的な計画を実施し、実効
をあげている。
実施している利用指導・案内は下記の通りである。
①新入生オリエンテーション
学部学生 (4/2-4) ・大学院生 (4/8) ・留
学生（教員と協議の上実施）
②段階的利川指導 (3段階、通年）
ア）図書館案内・サービス内容・手続等。
イ）特定資料の探し方・オンライン目録検索
・カード H録、冊子目録の使い方等。
ウ）特定主題やその関連分野の文献探索・甚
本的二次資料の知識とその使いカ・相互利
用等。
③クラス、ゼミ単位
担i1教員と協議のうえ当該授業科Hにかかわ
るじ題分野の利用指導
④上位年次の入庫指導 (4/5-7/5、9/24-12/
20) 
⑤検索用端末機等の利用指導 (4/15-26、及び
以後の毎週水曜日）
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(7) 教員への検索用端末機等の利用説明会は、過
去、積極的な参加がえられなかった。個々に対
応する以外手立てがないかどうか、検討の余地
がある。【39左下14】A2
(8) 新任者や非常勤講師に対する検索用端末機の
説明会は開催されていないので、実施を検討す
る必要がある。【39左下11】A2
(9) 新刊案内、情報検索、文献及ぴ事項調査、相
互利用、利用指導、指示参考図書制度等の図書
館機能が教員・学生に周知され、充分に機能し
ているか【39左下 7】A2
(10) 「図書館利用案内」「ガイドプック文献のさ
がし方から入手まで」「HOW TOシリーズ」
も常に見直し、利用者のニーズにあった内容に
更新されていなければならない。【39左下 4】
A2 
(1) 図書館内のサインは、ニューメディア等図書
館資料の形態の変化及ぴ検索用端末機等の利用
者エリアの変化に対応していない部分があるの
で、利用者のニーズの変化に充分対応してゆく
べく検討し努力することが急務となる。【39右
上5】A2
(12) 配架場所の移動に伴い、その都度、書架案内
板を整備しているが、それが利用者にとって充
分に適切な処濯となっているかどうか、反省を
加えることも必要【39右上10】A2
3 図書館の広報
(1) 新しいメディアの利用も検討されるべき時期
にあり、広報の体制は現状のままで良いかどう
か、反省の余地が残る。【39右下17】A3
(2) 広報の媒体として、ニューメディアの利用等
を含めあらゆる情報媒体と手段を用いる必要が
ある。【39右下 2】A3
4 図書館の公開
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⑥CD-ROM検索ガイダンス (5/14-11/28の間
34回）
利用者マナーの低下は著しく、館内での私語・飲
食・席取りから図書の不正持ち出し・破損・汚損の
防止まで、読書環境の維持のために多くの時間を割
かなければならない現実を改善するためには、学部
等との協力が必要である。
(7)(8) 
教員の利用説明会については、コンピュータ知識
の個人差、出講時間等の問題があり、特定の時期を
設定した説明会の開催は困難な面がある。そこで、
教員への利用ガイダンスは、各学部図書委員との連
携を保ちながら、当面の所作として随時実施してい
くこととし、一方、利用パンフレットを充実してガ
イダンスの補助としたい。
(9)(10) 
これらの事項については、いずれも冊子類、パン
フレット及ぴKUL情報検索等様々の方法で、常に
改訂を加えながら、周知を図るとともに、前述の指
導体制をとるなど、利用者のニーズに応えている。
今後とも、①インフォメーションシステムの構築②
「HOWTOシリーズ」の全面的な見直し改訂③最
近多くなった外国人教員等に対する英文ガイドブッ
ク・端末機操作説明害の作成等、さらに充実を期す
ペく準備中である。
(1)(12) 
総合案内カウンターを設置し、他のカウンターを
総合的に補完している。また、館内のサインは、設
備の変更•新設の都度、それに応じた改訂を行って
いるが、入館機・書架の移動等による利用者動線の
変化や利用形態の変化に対応するため、抜本的な改
訂を検討している。
(1)(2) 
館内はもちろん、学内外への図書館広報について
は、学内外展示の機会、インターネットホームペー
ジの開設、館内インフォメーションシステムの構築
等、あらゆるメディアを駆使して広報するとともに、
95年度から『図書館フォーラム』も刊行した。
図書館fl己点検・評価について (17) 
(1) 生涯教育課、事業局、研究所、博物館、学部
等と連携して、図書館独自の実効ある生涯学習
として対応する必要がある。【40左上 7]A 4 
(2) 図書館の公開は時代の要請であるが、物理的、
人的諸条件が整備されることを前提に、近隣の
文化的諸条件を充分考應して検討する必要があ
る。【40左上21】A4
(3) 外部へのサービスの拡大か、大学構成員に対
するサービスを低下させることになってはなら
ない。構成員の利用に支障を米すような公開や、
公共図書館の役割を代替するものであってはな
らない。そのために、学外利用者に対しては一
定の条件を課することは必要不可欠であろう。
【40左下21】A4
(4) 資料展示の担当者は一定の業務経験と資料知
識等を必要とするため、所管を特定の課に限定
することなく、全館的に適任者を選び、教員を
含む専門の研究者の協力を得て実施する必要が
ある。【40左下13】A4
B 電算システム
(1)-(3) 
図書館の公開については、現況では、校友 •EU
資料センター利用•特定の資料を利用する研究者等、
可能な限り利用を拡大している。さらに、学内構成
員の利用に支障を来さないことを基本に、利用条件、
公開のための館内の諸条件等、利用拡大策について
慎重に検討している。
(4) 
図書館長のもとに全館的なプロジェクトチームを
組織し、当該展示に係る専門教員の協力も得て、計
画・実施している。
(1) 社会の変化や利用者ニーズの高度化に対応す i (1) 
る新たなサービスの展開要請【40右上 3] B O ! 92年度までに実施してきた第 1 期構想（第 1 次—
1 業務機械化
(1) 業務機械化のビジョンと中・長期計画の不断
の見直しが必要で、先を見越した調査研究、新
たな可能性の追求が肝要【41左上15】B1 
(2) 図書館の電算システムについての推進体制、
館内及び学内の合意形成の在り方に検討の要あ
り 【41左上 6】B1 
第 3次中期計画）では、図書館業務の機械化に主眼
を笛き実践してきた。しかし、近年の飛躍的な電算
機の環境の変化、マルチメディアの出現、ネットワ
ークシステムの発達、インターネットの普及等によ
り、多様化する利用者ニーズには十分応えられてい
ない状況になってきた。
このため、図書館では、学術情報の中核を担い将
来にわたって学習並びに研究支援をしていくために、
95年に第 2期構想として「学術情報システムの拡充
計画（所謂、『図書館の電子化』構想）」を策定し、
以下に示す第 1次中期計画 (96-98年度）を推進中
である。
(1)(2) 
上記第 2期構想第 1次中期計画は、「利用者サー
ビスの向上を目指して」いくことに焦点を合せて、
初年度の96年度は、①新KUL構築、そのためのU
NIXサーバの導入、館内 LANの構築と学内 LA
Nとの連携、学内 LANとCD-ROMサーバとの接
続、 LAN接続パソコンからのインターネット利用
等必要なシステム環境の整備を行い、②第 1期構想
実践をベースにハード面の拡充とともに積極的な情
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(3) 情報処理センター依存体制を改め、図書館独
自のワークステーションを持つことが焦眉の課
題 [44左上17】C2
報発信、マルチメディア対応、学内オンライン総合
目録構築等利用者サービスのソフト面の充実を図る
べく、事業計画の具体化に着手している。
図書館の電算化乃至は電子化に関する推進体制は、
95年度より、「図書館電子部門充実計画推進委員会
（通称「図書館電子プロ」）」を館内に設置して、調
査研究と構想の策定、計画の立案を行っている。同
委員会の答申または建議をうけ、図書館長のもとで
の会議等で意息決定を図る体制で臨んでいる。
図書館と情報処理センターとの間では、日常事務
レベルの連絡調整を行い、主要課題については図書
館長とセンター所長を交えての連絡会議で協議して
いる。また、運用体制やシステム改編と予算が伴う
案件については、事務システム推進委員会、センタ
ー運営委員会、センター委員会、及び図書委員会に
付議し、かつ全学的所作が必要な場合は大学並びに
法人に要請している。
(3)(4) 
*(4) 総合図書館と情報処理センターの連携を従来
以上に強めることにより、学術情報センターと
しての機能を強化し、研究用機能を充実させる
ことが重要である【149下15]
上記具現化策については、大学、法人に理解を求
めると同時に、情報処理センターと十分協議してい
るところであるが、同センターと図書館との関係は
「ネットワークとクライアント／サーバ方式による、
協調と分散システム化の方向」で環境整備を行って
いる。
(5) 受発注業務で処理する情報が教員や学生の意
向に沿ったかたちで活用されること（納品情報
の購入希望者へのフィードバック）【40右下
2】B1 
(6) 閲院システムは、ユーザフレンドリーである
ことがつねに問われており、迅速さとともに、
利用者に対してより真摯な対応がなされている
か、システムダウンの際などに柔軟かつ臨機応
変の措置がとられているかを点検しなければな
らない 3 【40右―ド 8】B1 
(5)(6) 
例えば、新KULでば情報処理センターのホスト
コンピュータが運休中でも UNIXマシーンのもと
での検索が可能になる。さらに、指摘事項である
「納品情報の購人希望者へのフィードバック」に関
しても図書管理システム（受発注・目録システム）
でサービスが可能である。また、図書管理システム
と新KULのリンクも計画中で、 97年度後期からの
運用を目指している。
指摘の閲覧貸出システムは、 85年の総合図書館開
設時から運用している。端末装置（現専用端末）を
パソコン端末に順次更新しており、館内 LANと接
続して単に閲覧貸出業務のみの対応に止まらず、多
様な情報の入手と提供が図れるシステム開発を進め
2 情報のネットワーク化 ： ！ ている。
(1) 図書館利用者が必要とする情報を提供するた ！ （1)-(3) 
めには、学内外諸機関における学術情報データ i 大学図書館界において、学術情報のシステム化乃
ベースが共有されなければならない。そのため i 至はネットワーク化の取組及びその進捗の度合いは、
に、多重的ネットワーク組織に積極的に参画す ！ それはど加速度的ではなかった。これは経費がかか
ることが不可欠【41左上19】B2 i るうえに大学や法人、あるいは全学的な認知度が少
(2) 「紙ベースメディア」からマルチメディア化 iなかったことによろう。
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図書館自己点検・評価について (19) 
の急展開について図書館利用者から十分な理解
と納得が得られているか疑問【42左下23】B2
*(3) ニューメディアと総称する電子媒体の比重が
増大していくが、総合図書館が今後とも学術情
報の中枢を担い、質的向上を図るシステムづく
りが重要。かつ、本学の総合図書館のアイデン
テイティーの確立が求められる【149上17】B
2、Dl
(4) 館外からのアクセスに対して閉鎖的になって
いないか、検討の要あり【41右下12】B2
*(5) 国内的、国際的ネットワークを通して、いつ
でも誰でも必要に応じて、最新の学術情報にア
クセスすることができるよう、電子図書館ネッ
トワークシステムについて検討を進める必要が
ある【149下 7】B2
(6) 本学図書館システムと学術情報センターシス
テムの両者が有機的に連携し、図書館利用者へ
のサービス提供に十分活用できているか検討の
要あり【41左下 6】B2
(7) 学術情報センターとの接続方式、端末装置の
台数に問題あり【41右上 1] 
(8) 学術情報センターとの連絡調整、対応の体制、
データ管理、運用管理等にも問題あり【41右上
2】B2
*(9) 最新の学内ネットワークシステムの強化を図
り、研究者がいつでも容易に総合図書館の学術
情報にアクセスできるようにする必要あり
【149下9】B2
(10) 図書館の業務システムと館内・学内 LAN、
館内インフォメーションシステムと LAN、
CD-ROMサーバと LAN等、学内ネットワー
クシステムの環境整備について、情報処理セン
ターと連携しながら、実現に向けた努力が必要
学術審議会は96年 7月「大学図書館における電子
図書館的機能の充実・強化について」なるものを文
部大臣に建議した。これは、更なる「図書館の電子
化」を促しているのであるが、本学図書館はこれよ
り1年前に、上記 1に記述のとおり「図書館の電子
化構想」を打ち出している。
図書館の甚本理念は、①本学図書館は学術情報の
中枢を担い、古典籍等図書資料の収集、整理、保存、
提供という図書館本来の任務を「継承」していくこ
とにある。同時に、②電子媒体の大幅な導入と各種
ネットワークを通じたデータベース利用等を促進
「変革」していく体制で臨んでいる。
(4)~(8) 
電子化された情報の蓄積と発信を組織的ネットワ
ークによりサービスを提供していく必要があるため、
次の施策を講じている。
①文部省共同利用機関である学術情報センターのデ
ータベース構築に貢献し、同センターの ILLシス
テム等を通じた相互利用の促進を図る。
②目録データベース構築には、 93年度より「目録情
報遡及入力 7ヵ年計画」を学情システムを用い推進
している。
③開発中のUNIX版の新KUL検索システムによ
り、インターネット上で本学所蔵の目録情報を発信
公開して、社会に貢献していく構想も進めていく。
学術情報センターとの接続方式については、今年
度、制限のある阪大との専用回線接続方式を改め、
館内LANを用い情報処理センターGATEWAY経
由のネットワーク利用型接続方式に切替え、今後の
接続端末の増強に備えている。
本学図書館と学術情報センターとのかかわりは、
①全学の学術雑誌書誌所蔵情報の登録•更新②「遡
及入力計画」にもとづき同センターのデータベース
を利用しヒット分の登録と目録書誌データの取込③
図書・雑誌の所在調査及ぴ相互利用等を、それぞれ
接続のパソコン端末を用いて行っている。
(9)~(15) 
図書館のネットワーク化に必須条件であった学内
LANと館内 LANの環境は、 96年度前期にその整
備が図られた。
これに伴い、 95年度設置のCD-ROMサーバも 7
月に教研LANに接続、高槻図書室でも総合図書館
と同様の利用を可能にした。 97年度には学部等に 6
クライアントの接続を予定してCD-ROMサーバの
開放を図ることにしている。
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【41右下10】B2
* (1) CD-ROMと館内 LANや学内 LAN、情報
処理センターのネットワーク利用上の検索も、
そう困難でない。学術情報の中枢として機能す
るよう、発展できる方策と設備等を考えられた
い【95下 1】B2
* (12) ニューメディアの LANを通じた「多方面同
時アクセス」を可能とする計画の進捗を期待す
る【97上15】B2、D1 
(13) I Rによる学外データベースの効果的利用、
CD-ROMの充実に、将来ビジョンと明確な方
針が存在していない【42左下15】B2
(14) I Rに関して、利用端末装置の問題、接続環
境の整備、レファレンス（の在りかた）、課金、
等条件整備が不十分 [42左下 6】B2
* (15) 計画されている電子的インフォメーションサ
ービスの早期実現を望む【961-.5】B2、Dl
(16) 利用者が検索しやすいOPACシステムを構
築するために、①既蔵書データを良質のものに
置換すること、②全学所蔵機関データの構築、
③検索システムの改善、④端末装置の台数確保
と整備充実、が要請されている【41右上15】
(17) オンライン検索システムヘの全面移行は、ガ
イダンス、人的サポート体制等十分な経過措置
の要あり【41右上23】B2
(18) 利用者ニーズや情報処理センターシステムの
環境、将来における展望と拡張性を勘案したK
ULの構築・改善に取り組まなければならない
【41右下19】
(19) KU  L検索システムは、数次の改訂にもかか
わらず、利用者の便宜を十分に配慮したものと
はいえないので、①分類番号による検索を可能
にする、②端末の数の不足を解消する、③ユー
ザーインターフェイスを CUIから GUIにす
る、などの改善を行うべきである【45左上 4】
C3 
*(20) KU  Lシステムは、アクセスしにくい、 24時
間利用できない、との研究者の指摘あり。学内
ネットワークシステムの機能強化等で要請に応
えることが重要【149上 9】B2
c 資料の組織化
1 収集・選択
6 
IRについては、本学図書館の第 2期構想の中で、
環境や条件整備を検討している。運用面では、各種
接続データベースの見直しと、使用料金の利用者負
担を軽減する措置を講じていく。また技術面で、館
内LANと教研マシーンのGATEWAY 経由のイ
ンターネットを利用して、学外データベースなどか
ら有用な情報入手の手段を講じていく。
館内LANを活用した館内インフォメーションシ
ステムも開発中である。
(16)-(20) 
OPACに関しての現状と開発計画については、
次の通りである。
オンライン目録である OPACは、 85年の総合図
書館開設時にKULとして供したのが最初で、その
後情報処理センターの教研マシーンを通じ自宅から
電話回線でも検索が可能になるよう改訂した (KU
L -I)。さらに、漢字の中間一致検索を可能にす
るなど数次の改善を図ってきた。
しかし、ホストコンピュータ上の環境下での阪界
を認識し、 96年度UNIXマシーンを導入して、前
述のとおり新KULの開発に着手した。
このUNIX版KULの要点は、①今後のインタ
ーネット上での公開を前提にした検索を可能とする
②常に検索画面をオープンにしておき、利用者に対
し操作性のよいシステムを提供する③発注中、整理
中資料等配架まえのデータも提供する④主題や分類
記号からも検索を可能とする⑤全学の学術雑誌害誌
所蔵データに加え、学内関係諸機関の図書書誌所蔵
データをも積極的に提供し学内総合目録構築に寄与
する。
また、オンライン目録への全面移行の経過措置に
ついては、①オンライン目録検索システム説明会の
開催②検索ガイドの作成など、必要な所作を講じて
しヽる。
図書館自己点検・評価について (2I) 
(1) 収書方針・選書基準の見直しと成文化【42右
下16】C1 
*(2) 予算・保管スペース及ぴ利用者のニーズの 3
つの条件を満たすために、より適正な収書基準
を求めていかなければならない【96下14】C1 
*(3) 大学・学部の理念に照らして図書館資料の収
集方針を明確にし、収集の系統性、組織性を重
視した体系的な収集活動を行うことが重要で、
このため、今後の検討に待っところが大きい
【149上 6】C1 
*(4) 新しい学術情報の収集にあたっては、大学の
理念、学部の理念に照らして図書館資料の収集
方針を明確にし、系統的・体系的な図書館資料
の収集を行うことにより、総合図書館の充実を
図ることが重要【149下12】C1 
*(5) 最新の重要な図書情報の系統的・体系的な収
集につとめ、常に変革のための努力を惜しんで
はならない【149下 2】C1 
(6) 各科目の甚本的な教科書等は図書館が積極的
に情報収集に努める必要がある【42右下 l】C
1 
(7) 改訂版・新版の情報にも迅速に対応できる体
制を整える [43左上 3】Cl
(8) 選書体制の確立【42右下14】C1 
(1)~（8) 
図書委員会での基本的収書方針の検討を受けて、
次のような規程・内規•取扱要領類を成文化してい
る。
①AV・マイクロ資料受入基準 (1975.7. 1. 制
定） ②指示参考書処理要領 (1978.3. 22.)の 1~ 
3条③図書館収書方針 (1982.4. 1．制定） ④収書情
報収集要領 (1982.4. 1．制定） ⑤開架閲覧室備付図
書の複本基準 (1989.4. 1．実施） ⑥図書館における
図書資料としてのニューメディアの取扱・暫定要領
(1989. 10. 23.)。
ただし、③は概括的かつ簡略に、甚本的な方針を
示したものであり、その他の規程も、必要が生じた
都度制定されたもので、体系的に整備されたものと
いうわけではない。
この他の、成文化されていない、実務上の収書碁
準については、業務マニュアルなどに記述されてい
る。
今年度、図書館業務改善委員会において、ニュー
メディア資料の取扱いについて、新たな取扱基準を
策定した。
現在、選書は収書方針に基づき、主として学術資
料課が担当しており、体制は次の通り（員数はすべ
て専任職員数）。
①洋書 3名（内 2名は整理と兼務） ②新刊和書（書
庫図書） 2名③新刊和書（開架図書） 1名（閲覧サ
ービス課開架閲覧室担当者の協力を得て行う） ④中
国書 1名（整理と兼務） ⑤古典籍（含大阪文芸資料、
整理と兼務） 2名。
(9) ネットワーク時代に相応しい蔵書構成の構築 i (9) 
【42右下13】C1 ！ 館内LANの構築などの状況に対応するための二
(10) 収書方針と予算枠は、学部間の形式的平等主
義を排して、それぞれのニーズ（雑誌が重要か、
新刊書や古書が重要か等）に適したものにする
【43左下 7】Cl
ューメディア等の収書方針•利用上の問題について、
業務改善委員会において検討を行い、「ニューメデ
ィア対応の指針について」の答申を得た。
(10) 
学部図書費は、学部毎に必要な逐次刊行物費を確
保し、残額を図害の購人に充てている。
高額で甚本的な資料については、碁本図書資料費
などによって、別途配慮している。
総合情報学部の図書費予算が図書館予算に組み込
まれる時期 (98年度）に合わせて、図書費予算全体
の見直しと再編成を行う予定。 (E1 (10)も関係あ
＇り）
(1) 文部省・私学振興財団等の助成金申請にかか ！ （1) 
わり、今後は学際的で高度研究領域にかかわる i 文部省の私立大学研究設備整備費等補助金には、
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物件で、かつ、将来にわたって自他ともに有益
と認められる特色のある物件を発掘、選定する
必要がある（大学の財政を考え、研究検討し申
請するべき）【48右上10】E1 
(12) 図書資料の充実、特に文化財産である古典籍
や特別コレクションについては、大学の特色に
応じて、計画的で重点的な資料の収集・整備を
図ることも必要【42左下19】
(13) 研究用図書については、研究者の要望に沿う
ことと、蔵書体系のバランスの視点を考慮する
ことの両要請を満たせるように、予算の範囲で
調整を図る【43左上 5】C1 
(14) 各学部図書の選定の際、図書選定に関心をも
つ教員が少ないと蔵書体系が少数個人の関心に
偏る危険性があるので、関心を高めるため、各
学部で図書選定委員会のような、要望を集約し、
調整する機関を作るのも一案【43左下11】C1 
(15) 基本図書は高額なものであり、図書館の収書
体系を左右するものであるので、決定に際して
は、①現蔵書の評価と将来展望に立った蔵書構
成の方向付けを考慮に人れた、当該図書の収集
体系における客観的価値を示す資料の提出が検
討されるべきで②場合によっては、資料の価値
を客観的に判断するための機関を意思決定に取
り入れることも必要になる【43左上23】C1 
(16) 学習用図書については、指示参考図書のほか、
学生自身の要望を積極的に吸い上げる必要があ
るが、その際、大学図書館に相応しい図書かど
うかを吟味しなければならない【42右下 7】C
1 
* (17) 図書資料について内容的に密度の濃い環境を
維持していく必要があり、
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①カリキュラムに沿った選書備え付けが行われ
ているか
②学生のニーズの把握を行った収書がなされて
いるか
③いったん収蔵された図書を見直して、学習効
図書委員会において選定した基本図書費の執行対象
となる資料から数点選定して申請し、補助金の交付
を受けている。私学振興財団の経常費補助金「特色
ある教育研究」に対しても申請を行っており、近年
のものとしては、 85-87年度「電算システムによる
目録情報サービスの組織化」、 89-92年度「大阪文
芸資料の発掘・収集・保存並びに研究」、 94-95年
度「書誌学基礎資料の整備充実及び学術資料の組織
化研究」及び「OPAC・データベースの充実」に
ついて、補助金の交付を受けている。
(12) 
96年度研究用図書費予算の内、 2割弱を図書館選
択用・図書学基本資料費・特殊資料充実費とし、大
阪文芸資料などの特殊コレクションの充実や長澤文
庫を始めとする和洋古典資料など基礎的資料の収集
に充てている。
(13)(14) 
学部図書の選定は、各学部に任されており、学部
内で委員会を作っているところ、図書委員が各教員
の希望をとりまとめているところ等、学部ごとにt
体的に行われている。図書館の蔵書体系のバランス
上間題があると考えられる資料の希望があれば、そ
の都度当該学部図書委員と協議して、予算も考慮し
ながら、載書体系のバランスを崩さないように努め
ている。
(15) 
碁本図書は、図書委員会において充分検討のうえ、
選定されている。図書委員会に提出される資料は、
碁本図書候補一覧と書店が配布するパンフレットで
ある。学術資料課では提出資料の内容について精沓
し、事前に関係の教員とも十分に協議のうえ、委員
会に付している。
(16)-(18) 
学習用図書の選定にあたっては、講義要項と一般
教育の指針等を十分参考にするとともに、担当課で
ある学術資料課が、閲覧サービス課開架担当者と協
議し、現場の声を反映するように努めている。また、
購入希望申込書による学生の購入希望、教員による
学習用図書の購入希望を随時受け付けている。
講義要項に掲載される指示参考書については、閲
覧サービス課と協力して、毎年度チェックを行って
いるほか、随時追加希望を受け付けている。
開架備付資料の利用度を閲覧サービス課において
チェックし、利用度の高いものの買い換えや複本受
図書館自己点検・評価について ~3) 
果を高める施策が講じられているか ！ 入、低いものの廃棄処分などをおこない、資料内容
よく点検精査していかなければならない【96下 i のリフレッシュに努めている。
1】C1 
*（18) 学生のニーズを満たすため、あるいは教育職
員が指導していく立場から、
①常に教育の指導上必要な図書資料を適切に配
備するために、図書館と教育職員の連携がよ
り密になる制度と収書方針の明確化をする
②自ら学ぶ者、または、教養を身につけた人格
陶冶に資するための図書にも持続した配慮を
要する
ために、教育職員や学生から蔵書構成または選
書収書に対して評価を受けることのできるシス
テムや、ニーズを把握できる方策を確立する
【97下 2】Cl
* (19) マイクロ資料は学習支援に役立つので、継続
的な収集が望まれる【97下18】Cl
*(2O) AV資料は単に授業と直結するものばかりで
なく、教養を高めるのに資するものも厳選して
備えつける必要がある【97下10】C1 
*(21) AV資料のソフト（テープ）、ハード（設
備）ともに適宜な新設、更新を図っていく必要
がある【97下 7】C1 
*(2) AV資料の取扱いについて、全学的な見地か
ら、組織、機能、施設及ぴ運用面を確立すべき
【97下 4】C1 
*(23) 学術情報の増大に対応するため、マイクロ資
料、 AV資料、ニューメディアによる資料等、
非図書形態資料の体系的な収集を積極的に進め
ることが重要【149上14】Cl、D2
2 発注・受入・支払
(1) 各書店との連携が不可欠であることから、連
携するに相応しい業者の諸般の能力を考慮して
業者を選定し、督励しなければならない【43右
上9】C2
(2) 乱T・ 落Tなどに迅速に対応できる業者の選
定が必要【43右上27】C2
(3) 結果的に特定業者に偏った扱いにならないよ
うに留意し、業者間に公平性を保障し、競争を
励行することが必要【43右上30】C2 
(4) 業者間の競争は、書籍本体の価格競争を中心
としたものでなければならない [43右下13】C
2 
(19)～(fi3) 
いわゆるニューメディア資料については、利用者
からの具体的な要望を考慮しつつ、積極的に収集す
る方針で臨んでいる。今後のこの種資料の増大を見
越して、今年度の業務改善委員会において、収集整
理にかかわる問題を検討し、「ニューメディア対応
の指針について」の答申を得た。 AV資料について
は、視聴覚教室との関係を考慮して、効率的な収集
に努めている。
(1)-(4) 
2名以上の業者から見積書を徴すべき高額な資料
を除いて、最も早く当該資料の受注が可能になった
業者に発注することを原則としている。
常連書店として図書館に出入りする業者について
は、一定の条件を課しており、それが果たせない場
合には、常連書店としての資格を取り消すこともあ
り得る。
(5) 付加価値サービスには明確なコスト意識を持 i (5) 
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つべきで、書籍の価格と一体となった付加価値
サービスヘの依存は、日常業務の業者への依存
につながる【43右下 8】C2
(6) 洋書の購入にあたって、海外業者を利用する
ことも検討するべき【44左上 1】C2 
(7) 継続納入が必要な逐次刊行物、叢書などにつ
いては、図書館でのチェック体制が不可欠【43
右上24】C2 
洋書・中国書における発注データの作成以外は、
原則としてコスト負担を伴っている。
(6) 
逐次刊行物について、 96年度から、オランダの S
WETS社からの購入を開始した。
(7) 
逐次刊行物については、システム上欠号請求リス
トの作成が可能で、それに甚づいて、欠号のチェッ
クを行っている。叢書など図書の継続発注ものにつ
いては、受入時に欠巻が生じたことがわかった都度、
請求している。
(8) 受発注関係のリードタイムの短縮【41左上 i(8) 
4】Bl
3 整理
(1) 整理基準を確立し、緻密で正確かつ迅速な事
務処理をできるように改善を恒常的に図る【44
左下18】C3 
(2) 請求記号の著者記号の廃止により、同一分類
中では、到着順に配架されるため、将米特定著
者の図書を探し出すのに苦労することが予想さ
れる点の改善が望まれる【44右下20】C3 
(3) 分類のまたがる論文集を最初の論文で分類す
るといった、適切でない分類も散見されるので、
一層の改善が期待される【44右下17】C3
(4) KUL検索システムが、利用者の便宜を十分
配慮したものに改善されるまで、カード検索シ
ステムの編成を継続すべき [45左上 4】C3
(5) データベースに馴染まない稀少言語や近憔文
書等の基準整備が今後の課題【44左下11】C3
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93年度から、処理時間の短縮を目指して、マニュ
アル処理から目録システムによる処理に切り換えた
ため、 リードタイムの短縮を図ることができた。
ただし、洋書については、切り換え後も、まだ、
配架までかなりの期間を要することを考慮して、至
急利用したいとの要望があった場合、至急整理のサ
ービスを行っている。通常外注する部分をすべて図
書館内で処理するため、極少数の資料にしか対応で
きないが、納品後、 1週間以内に利用可能となるよ
うに対応している。
(1)-(4) 
資料形態の多様化に対応するため新しい整理碁準
の作成に取り組んでおり「マイクロ資料の整理甚準
について (96年 3月28H)」を定めたほか、漢籍な
どのデジタルデータ化のための入力基準なども策定
している。
図書館内 LANを利用した新しい検策システム
（新KUL)による目録情報の提供を97年度後期から
行えるよう、開発に着手している。学情のデータを
利用した遡及作業がかなり進展しており、新KUL
では、はとんどMARCデータを利用できる状況に
なる。新KULは、 Windows上で動く、従来より
さらに使いやすく、多彩な検索を可能とするものに
なる。指摘の整理上の問題点については、これによ
ってかなり吸収できる。
今後の整理業務の改善は、学情利用を基本とし、
目録の完全OPAC化を指向して進めることとして
しヽる。
(5) 
稀少言語や近世文書等の整理については、パソコ
ン上でデータベースソフトを利用して整理し、デジ
タルデータを蓄積している。現在のところ、稀少言
図書館自己点検・評価について (25) 
4 資料の保存・廃棄
(1) 資料保存のため、次のような措置を取ること
【45左上17】C4 
①保管・設備の整備
②資料の劣化・損傷・消失からの保護対策
③複写・経年利用による資料の損壊からの修復
を図る
(2) 蔵書の総合的調査を行い、保存対策として脱
酸処理等の方策を検討する【45左下15】C4
(3) 図書資料を保全管理していくには、防虫菌害
対策、学術資料の紙劣化対策、酸性紙対策、利
用に伴う破損・汚損対策等を十全に行うための
研究と手立てを講じる要あり【49左上 4】E1 
*(4) 図書館資料を保全していく使命から、防虫菌
対策、酸性紙対策を講じていかなければならな
い。【96上14] A 1 
(5) 燻蒸、峡作成、修理製本等の年次計画を立て
蔵書の保存に努めること【37右下 6】Al
(6) マイクロ以外のメディアヘの変換手段を研究
するプロジェクト・チームを編成するなどして、
保存問題に計画的に対処する【45左下14】C4
(7) 蔵書のスリム化を目指して可能な限り印刷物
をマイクロフィルム・フィッシュあるいはCD-
ROMなどの電子媒体に箇き換えていくことが
重要と考えられる。【47左上 7】D2
(8) 貴重書等について順次マイクロ化を行ってい
くこと【37右下 5]A 1 
*(9) 学習用図書について可能な限り印刷媒体から
CD-ROMや磁気媒体に罹換し、同時に開架閲
覧室備付図書のスリム化を図って、キャパシテ
ィを賄う必要がある【97上11】C4、D1 
*（10) 図書館の空間は次第に狭くなるので、種々の
スリム化策をとることも必要【96上12】Al、
D2 
(1) 複本のない資料を廃棄する場合は、判断機関
の設置が不可欠で、必要な場合は、専門家の意
見を聞くなど慎重を期すこと【45左下 9】C4
(12) 図書館施設の増設・蔵書場所の分離方式も考
慮に入れて、物理的観点からの廃棄の必要性が
生じる前に、図書館の将来構想を明らかにして
おくこと【45右上 1】C4
(13) 学術資料の保存と廃棄については、全国レベ
語のものはカード目録を作成し、近世文書について
は、 リストを作成している。このようなデータにつ
いても、 OPACの一部として提供するべく、作業
を進めている。
(1)-(10) 
貰重書・準貴重書については、 2年に 1回の割合
で、貴重書・準貴重書庫を燻蒸すると共に、年次計
画によりマイクロフィルム化を行っている。
破損した図書については、予算を計上し、修復に
努めている。
一般の和書の虫害を防止するため、書架に防虫剤
を適宜配置している。虫害の甚だしいものは、紙魚
等の有無を検査し、随時虫干しを行っている。
CD-ROM等のいわゆるニューメディアと通常の
図書との両方の形態で出版される資料については、
スリム化の観点も含め、①できる限りニューメディ
アによるものを受け入れるようにする②既に図書形
態の資料がある場合に、ニューメディア資料に買い
換える、などの考え方について、基準を策定すべく、
図書館内の業務改善委員会において検討し、「ニュ
ーメディア対応の指針について」の答申を得た。
図書館員を防虫菌害対策セミナーに派遣する等、
資質の向上と対策の研究に努めている。
(1) 
96年度現在、研究用図書で複本のない資料の廃棄
は、計画されていない。
(12) 
当初計画に基づき、簡文館（旧図書館本館）の利
用等の具体策を策定中である。
(13) 
71 
(25) 図書館フォーラム第 2号(1996)
ルでの図書館間協力で取り組むべき課題でもあ
ること【45右上 5】C4
*（14) 高利用図書の消耗または資料価値滅失が激し
いうえに、複本の要求に対する充足が行われて
いるかが問題【96下16】C4
5 個研・科研図書
(1) 個研図書概念を明確化し、図書館個研係を通
じる購入に相応しいものかどうかに応じて、管
轄を再考すること【45右下16] C 5 
(2) 図書の範囲を明確化し、必要的立替払制度を
撤廃して、図書であるかぎり個研係を通じて購
入することが可能な制度にする【45右下10] C 
5 
(3) 個研係の任務を、図書情報の収集サービス、
教職員のための相互利用サービスなど、かつて
の教員奉仕室的な仕事を含むものに拡大再編す
る【46左上 2】C5
(4) 科研図書については、科研申請者から寄贈さ
れた資料の保管場所を図書館以外の利用に便利
な場所に変更するべき【46左上 8】C5
(5) 現在の図書資料の総合図書館集中管理システ
ムには、規模の点から問題があり、科研のよう
な特定目的で収集された図書を手始めに分離保
管システムの採用を検討すべき【46左上14】C
5 
D 施設・設備
1 利用者のための施設・設備
現在、「大阪地区大学図書館における新聞の分担
保存に関する協定」及び「阪神地区相互利用協定
逐次刊行物分担保存要領」により、主要新聞・逐次
刊行物について分担保存を行っている。また、国立
北京大学、遼寧大学との交流協定のなかで、資料の
相互貸借を含む相互利用を行うことを定めている。
学術情報センターの ILLサービスに参加するな
どして、本学図書館に所蔵されていない資料の迅速
な提供に努めている。
(14) 
学習用図書については、毎年度高利用図書リスト
を作成し、利用頻度の高いものは、「開架閲覧室備
付図書の複本甚準 (89年 4月1日実施）」による複
本の購入を行っている。破損・汚損図書については、
随時チェックし、買い換えを実施している。利用頻
度の低いものについては、点検の上必要度を検討し、
廃棄処分としている。
(1)-(3) 
55年来続いた個人研究用図書制度（個人研究用図
書規程）は、 96年 3月に個人研究費取扱規程、並ぴ
に個人研究費事務処理要領が制定され、個研図書資
料のみならず、学会出張旅費、消耗品費、器具備品
費、印刷費、設備修繕費を一元的に取り扱われるこ
とになった。図書資料については、従前どおり総合
情報学部を除く 6学部全教員の業務を図書館で行っ
ているが、個人割当額が増額されたこと、その割当
限度額の枠内で図書資料に充当できることから、業
務は量的に幅湊していく傾向にある。
教員に対するサービスは、メインカウンター、レ
ファレンスカウンター等図書館本来の機能と業務に
より行っている。
(4)(5) 
科研図害は、大学に帰属することから図書館にお
いて登録業務を行い、その利用目的が終了するまで
当該研究教員に通常の貸出期間・冊数の制限外で貸
し出している。研究期間終了もしくは退職にともな
い登録を抹消し、消耗図書扱いのため図書館蔵書と
しての再登録（寄贈編入）は行っていない。
なお、現在の総合図書館集中方式を、分散方式な
どの方向へ再検討する計画はしていない。
(1) 長期的な見通しに甚づいて、大学収容定員の i (1)~（4) 
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図書館 ~I 己点検・評価について (27) 
10％以上の座席数を早急に図書館に確保するこ
とが必要であろう。【46左下19] D 1 
(2) 試験期間中には、静粛に勉学・研究のできる
雰囲気の図書館ではなくなるという状況を考え
れば、図書館外に自習などするのに相応しい別
途の常設スペースを確保することも考える必要
があるのではなかろうか。【46左下 8】D1
*(3) 図書館の座席数は1,685であるが、 2万 5千
人の学生に対する比率としては、十分とはいえ
ない。各学部の自習室等のスペース拡大ともど
も今後の一層の充実を期待したい。 [26上 8】
*(4) 特定の期間以外には、多くの机が利用されな
いままであるような状態のなかで、座席の増設
が緊急の課題となるかどうか、図書館員の立場
からだけでなく、教育者の立場から学生の真の
ニーズを考える機関が必要かもしれない。【63
下 9】
(5) 入・退館機の誤動作は、図書館利用者とのト
ラブルとなりやすいので、装置性能の維持・向
上のためのメンテナンスの実施が重要であろう。
[46右上 4】D1 
(6) 図書館を取り巻く環境は、情報機器の急速な
進歩に伴って大きく変化しつつある。このため、
各種の環境整備の必要が生じている。具体化の
ための早急な検討が必要であり、教学と図書館
が一体となった専門家による委員会の設置が急
務である。【46右上 8】D 1 
*(7) 今後さらに、大幅なOA機器や情報機器の導
入、ネットワーク化による通信設備等の導入、
新たな安定電源の確保、配管配線の必要が生じ、
将来予測を見据えて各種環境の整備を図ること
が肝要【95下 4】B1、D1 
*(8) ニューメディアに対応するため、 CD-ROM
サーバのデータを学内 LAN等を利用して検索
できるようにするなど、学術情報の中枢として
機能していくよう、さらに発展できる方策と設
備等を考えてもらいたい。【95―ド 1】B2、D
1 
2 運営管理のための施設・設備
96年度の閲覧座席数は、 2,121席に改善され学生
収容定員数の10.32％となっている。現状の利用者
に対しての座席数としてはかならずしも十分ではな
いが、今後、計圃的に増席すべく毎年度予算計上を
行っている。
試験期間中は、一日平均 1万人以上の人館者があ
り、席数の不足をきたしているが、その対策として、
各学部の教室を確保し、自習室に開放している。
総合図書館は、優れた施設・設備を有し、快適な
読書環境のもとで、多くの研究者、学生に利用され
ており、開設以来10年を経てなお、その新鮮さを保
っている。今ある環境を保持しつつ、将米更に機能
的効率性を高めて利用者のニーズに応えていかなけ
ればならない。
(5) 
入・退館機のメンテナンスは、年 2回の定期点検
の他、必要時にはその都度適切な処罹により正常稼
動を維持している。
(6)(7) 
情報機器をはじめとする各種の環境整価について
は、 B電算システムの項で詳述しているように、常
に計画と実行を繰り返し、時代のニーズに応えるべ
く最普の措罹をとってきた。今後もより一層の環境
整備とシステムづくりを模索していく必要がある。
(8) 
95年度に設岡されたCD-ROMサーバは、現在 2
次資料を中心にクライアント 6台とのネットで稼動
中であり、また教研LANの接続で高槻図書室での
利用も可能となった。今後、学内 LANの整備によ
ってCD-ROMサーバの利用が各学部で予定されて
おり、将米的には更に拡大の方向にある。
(1) 図者館開設（昭和60年）から10年を経過した i (1) 
現在では、年間受け人れ図害数の急増、蔵書の i 事務管岬エリアは、事務部署全体が集中し、横の
増加、図書館の利用者数増加などの要因により ！ 連絡調整か機能的に働いている。各サービスエリア
図書館の運営管理に必要な設備も年々増加の一 i とも有機的に連携し、利用者サービスの効率的運用
途をたどり、スペースの不足から機能的な側面 i がはかられている。年々増加する図書資料、利用者
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を犠牲にしなければならないような場合も起こ
りつつある。管理業務の効率化、大輻なOA機
器の導入など通して、事務の効率化を目指す不
断の努力が必要とされる。【46右下11】D2
(2) 貯蔵図書館の整備計画など促進して、より多
くの収蔵スペースの確保に努めるべきである
【47左上 5】D2
(3) 不要図書の洗い出しを含む収蔵効率を裔める
ための具体案を提案するとともに、中長期的展
望に立った「保存図書館」機能の整備を図るこ
とが急務。【38左上 3】Al
*(4) 「保存図書館」機能の整備を図る時期にきて
いると思われるので、全学の合意が得られる所
作で計画されるべきである。【96上10】Al、
D2 
(5) マイクロフィルム等の非印刷媒体の読み取り
機の整備や設置スペースの確保に積極的に対応
していくべきであろう。【47左上10] D 2 
(6) 読書環境として適当な照度が保たれるように
照明器具の整備を計るとともに、ブラインドな
どの利用により採光と照明のバランスの最適化
に配應する必要がある【47左上17】D2
(7) 利用者が、館内でノート型パソコン等を使う
ためのスペースや電源の確保またこれらの個人
用電子機器をホストコンピューターやネットワ
ークと接続するための「情報コンセント」の設
置なども検討されるべき時期にきている [47左
下20】D2
E 運営
1 図書館運営
数の増大に対しては、受入整理業務の合理化、目録
システムの導人、入退館機の設潰等、常に効率化に
努めてきた。
(2)-(4) 
総合図書館発足時に予想した資料の増加をはるか
に上回り、 10年を経過した現在では、蔵書能力が限
界に逹している。書庫のスタックランナーを増設し、
複本でかつ不要な図書を選定するなどして、収蔵効
率を高める所作をとっているが、急増する受人れ資
料に対処するのが困難な状況を呈している。
当初計画に碁づき、簡文館の利用等保存図害館に
かかわる具体策を策定中である。
(5) 
非印刷媒体であるマイクロ資料については、従来
より膨大な内容を有する大型資料を収集してきた。
その結果、全国でも誇りうる蔵書体系が形作られて
いる。利用サービス体制としてマイクロリーダ 6台
を設置し、メンテナンスとともに、新機種の導入を
積極的に行っている。電子媒体としてのCD-ROM
は、 D 1 (8)で述べたとおりであるが、更にクライア
ント機器の増設を行うため、設潰スペース確保の検
討にはいっている。
(6) 
利用者が勉学、研究に集中するための設備、環境
は整っており、更に、最適条件を維持するために、
空調・換気は常時点検し、採光・照明には、ブライ
ンドの調整、照明器具（蛍光灯等）の取り替えを行
っている。その他、床・壁・書架等の状態は適切で
あるかどうか点検し、適宜補修、改修に努めている。
(7) 
ノート型パソコンを使用するためのスペースや電
源確保については、一部施工済であるが、「情報コ
ンセント」の設潰等は今後、状況に応じて環境整備
を積極的に進める方針である。
(1) 継承と変革の中にあって、高度なサービス活 l (l)～（3) 
動の展開が求められている事態に、柔軟性と即 i 85年度総合図書館開設後10年経過し、大学及び図
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図書館自己点検・評価について (29) 
応性のある新時代の組織体制への改編が急務
（組織の再編成の要あり）【47右上17】E1 
*(2) 図書館運営に関しての甚本方針乃至は政策に
ついて過去に答申 (1981年 3月）があるが、今
日、図書館自身が近未来像を踏まえた甚本構想
乃至は基本方針を再構築して、具現化策を提示
し学内のコンセンサスを得る要あり [94上17】
E 1 
*(3) 図書館が継承と変革をし続けていくためには、
大学の理念・目標等に碁づき、図書館自身が近
未来像を踏まえ基本構想等を再構築して、これ
に基づく理念や具体的な施策等提示することに
より、学内のコンセンサスが得られることが重
要である。 [95上 1l A 1、E1 
(4) 図書館活動を十全にするため、図書委員会の
性格、図書委員会及びその委員の任務、大学や
その各組織等との関連、など精査の必要あり
【47右下 4】E1 
(5) 図書館運営の大綱を定め実施する手筈を整え
るため、企画・立案体制を確立する必要がある
【48左上17】E1 
(6) 図書館活動に必要な予算は、図書館運営に関
し、大学並びに法人に認知された明確な基本方
針が打ち出されているか、また基本方針や中長
期計画が予算編成方針に深くリンクしているか
が重要なポイントである【48左下 8】E1 
(7) 既制定の諸規程、新たに制定するべき規程等、
整備体系化を図る必要あり【48左上 7】E1 
(8) 学術情報の電子化が進むにつれ、絶えず機器
やシステム環境を整備し、効率的で対費用効果
のあがる予算を策定する要あり【48左下 2】E
1 
(9) 予算の執行・調達に関して、規程に碁づき適
正な執行と予算管理、財産及ぴ器具備品管理を
H常十全に行ってきたか、今一度分析、評価し
なければならない。【48右上 2】E1 
(10) 特に、図書費予算について、 f・邸費目の構成
並ぴに配分方法に検討を加える必要がある【48
書館をとりまく環境は大きく変化した。
今H的にも将来的にも学術情報の中枢として活動
を展開し、さらに柔軟性と即応性のある対応をして
いくために、 96年度から、図書情報管理課、閲覧サ
ービス課、レファレンスサービス課、及び学術資料
課の新 4課に組織改編が行われた。
このたびの図書館の組織改編の主眼は、①利用者
サービスの強化②図書館における電子化の部門強化
にあるが、今後とも間断無く利用者ニーズに視点を
駕き、先見的なビジョンを開示して理解を求めてい
くものである。
(4)-(7) 
図書館活動については、企画立案を十全にし、図
書委員会の議を活発にして図書館運営の大綱を大学
及び法人の意思決定にリンクさせる必要がある。そ
のため、図書館内では「図書館課長会議要項」を定
め、図書館長及び図書館次長のもとで図書館行政と
しての大綱乃至は提案をまとめて図書委員会に付議
し、意思決定を図っている。
また、各所管課自ら業務改善に努めており、全館
的には図書館課長会議のもとに図書館業務改普委員
会、図書館展示計画委員会、図書館広報委員会、図
書館電子部門充実計画推進委員会を組織し、プロジ
ェクト性を発揮させながら、答申、建議、提案する
体制で臨み、求められる大学図書館活動に資してい
る。
規程の整備の件は、上記新組織関係事項の改正は
同時に所作され、また図書館利用に係る事項は実態
に則するよう改正してきた。しかし、内規や事務要
領については10年以上も放潰し、実態と乖離してい
るものもある。そのため、館内の図書館業務改善委
員会や所管課により整備を進めている。
(8)-(11) 
学術情報の電子化が進むにつれ、必要なOA機器
やシステム周辺の環境を勘案して、図書館の電子化
構想（第 2期構想）における「中期計画」の中で予
算化の措窟を講じている。
図書館図曹費予算は、総合情報学部完成年度中に
は同学部を含めた 7学部配分案を策定する予定であ
る。
また、指摘の外国図書購人価格の件であるが、図
書館は外貨レートの変動等を絶えず分析し、図書館
75 
(30) 図井館フォーラム第 2号(1996)
左下 7】E1 
(]) 特に、外国図書の納入価格について、さらに
合理的で妥当な算定方式を確立する必要あり
【48右上 6] E 1 
2 図書館職員
(1) 図書館の組織改編が急務であると同時に、サ
ーチャーの配置、研究支援活動推進のレファレ
ンス担当職員、学術情報のシステムを開発保守
する職員の人材確保が望まれる【49左下16】E
2 
*(2) 大学碁準協会の指針にあるように、本学にお
いても全学的見地から、サーチャーの配置や、
情報処理を主として学術情毅を管理していく組
織（課）の改編も急務【95上19】E2 
(3) データベースサービスを担当するレファレン
スライブラリアンとサーチャーの養成やその適
正配憤を期待する【42右上 3】B2
(4) 上記人材確保・人材育成を図るため、今後は
共通的、将遍的な資質の向上もさることながら、
特定の専門的資質の育成に傾注するべき時か到
米している【49右上 2】E2
(5) 基本的な教科書等の情報収集にあたることが
できる優秀なライブラリアンの養成がイ＜可欠
【43左上 2】C1 
(6) 業者のサービスに依存する点を減らすために、
職員の増員と専門職の養成は、、恒常的かつ焦眉
の課題【44左上10】C2
(7) 整理の遅滞による滞貨図書の増加は、専門職
員の不足に原因があるので、専門職員の増員と
専門家の養成を図ること【44右上13】C3 
(8) 業者委託化の進展が人材育成と朴1矛盾するこ
とになることを考慮して、アルキビスト、主題
専門家の養成に、的確な方策を講じること【44
右ド 8】C3
(9) 人事の際に、司書資格を打するものを採用し、
採lした後も専門のライブラリアンを育てるべ
きである【44右上19】C3
(JO) 主題専門家の養成には、少なくとも 2~ 3年
を要するので、無闇な人事晃動は避けるべきで
ある【44右上21】C3
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長の決裁及び理事長の決裁を経て各外貨単位の割引
率を決定してきた。国立大学図書館や他の大学図書
館よりも有利に所作してきた。
外国雑誌購入については、従前の一括購人方式を
あらため、スエッツ社による一括請負方式に切り換
えた。この方式は、①何よりもコストの削減が図ら
れるうえに②各号人手期間の短縮や欠号の排除によ
り研究者等利川者に利する点が多く、かつ③到着状
況データやインターネットにより論文情報の人手が
可能となり付加価値も高い。
(1)～（l) 
大学図書館に求められている職員の資質は、単ぷこ
従前の司書的技能に止まらない。図書館の組織改編
と相侯って、 nl害的専門技能を有する者、古典籍を
解しサービスできる者、電子メディアに対応するサ
ーチャ的要員、及び学術情報のシステムを開発保守
できる専門的職員等が必要とされる。この点、 96年
4月からの新事務糾織体制では、新各課の職務分掌、
課業が整備されたうえに、十分でないにしても、必
要な資質を備えた人員が配罹されている。
なおさらに図害館職員に課せられ、また求められ
ている資質のイサ足に関しては、その補完並びに技能
の開発に努めていく。
人材の育成は、その具体的所作として、昨今は枯
礎能力の開発よりは、専門的人材養成を旨とし実務
実践能力の開発を主眼に経年的に研修派遣を行うべ
く必要な予算化の措置を講じている。漢籍中国書の
講習会、西洋古典籍の研修会、システム設計等電算
システムやデータベース設計講習会、学術情報セン
ターの各種講背会、 I R等のデータベースの検索技
能（サーチャー）講習会などの学外団体が開催して
いる関連講習会や研修会に人選して参加させている。
さらに、第 2部開講の図書館学や語学の科lにも受
講させている。
また、各所属の管理職が指導するものの他、図書
館内の職員研修を全館的見地から実施して共通の認
識と理解を深めている。これは、 87年に「図書館内
職員研修計両」を策定し、これに甚づき、毎年度
「図害館内職員研修計画の大綱」を定め、①着任者
研修、②館内派遣研修、③総合研修、及び④テーマ
研修の各研修会を実施している。
図書館自己点検・評価について (3I) 
(1) 加除式図書の管理作業を遂行しうる専門家の
養成を含めた、職員の教育と要員確保を行うこ
と【37右下12】Al
3 連絡・調整・渉外等
(1) 組織体としての企画・立案並ぴに計画・実施が
円滑かつ活発に行えるために、関係機関（部
署）との連絡・調整・渉外、相互理解、合意形
成が密であることが求められる。このような観
点から、図書館の力量が問われているものとし
て、早急に諸機能を点検し、あるべき体制固め
の要あり【49右上14】E3
(2) 文書の整理、保存、廃棄が合理的におこなわれ
ているか、点検の要あり【49右下6】E3
(3) 帳票類の精査、保管、保管期限を定め、そのス
リム化を徹底するべき【49右下4】E3
(1)～（3) 
96年 4月の事務組織の改編を機に、図書館のある
べき諸機能を確認しつつ、各所管の分掌業務及ぴ課
業について詳細な内容の整備を図った。
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(32) 図書館フォーラム第 2号(1996)
II 自己点検・評価関係資料
1 基礎データ（平成 8年度）
(1) 入館者に関する統計
a 月別開館H数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（32)
b 所属・学年別入館者数（総合図書館） ・・・..…•..…•……•…..…...…••… •(33)
C 時期別・月別・時間帯別総人館者数及ぴ
1日平均入館者数（総合図書館） ..…..…..…...…• • •(33) 
d 利用者別月次入館者数と平均入館回数（総合図書館） •……………… ••(35) 
(2) 図書資料の利用に関する統計
a 月別図書利用者数並ぴに利用冊数................................................(36) 
b 月月lj入庫検索者数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（37)
C グループ閲覧室利用状況............................................................(37) 
d 文献複写サービス ・・・・...............................(37) 
e 図書館間相互利用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（38)
! :: ::::::::::::::::::::: ~::~ 
(3) 督促関連の統計
a 年間資格別督促件数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（39)
b 督促作業実施状況…：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： （39) 
C 予約延滞図書の督促 (39) 
(4) 蔵書に関する統計
① 収書状況
: ::米;.: : : : : :  :  : : :  : :  ~!心：
c 雑誌•新聞種類数 (40) 
② 分類別所蔵雑誌種類~-·::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: (40) 
③ 図書資料購入費 5ヵ年の推移......................................................(40) 
(5) その他関連統計等
a 過去 5年間の月別開館日数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（41)
b 図書館職員数．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（41)
； ：図竺m:の・りり~.~~..:::::::::::::::::::::::::::::: ~!~~ 
(1) 入館者に関する統計
a 月別開館日数
4月 I5月 I6月 I7月 18月 I9月 I10月 I11月 I12月 I1月 I2月 I3月 I合計
28 27 28 26 15 
24 24 23 24 12 
・夏期特別開館 8月28日～ 9月3日（土・日除く）
・冬期特別開館 12月26日～27H
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21 29 26 24 23 15 23 285 
19 25 23 19 20 22 23 258 
・夏期一斉休業 8月10日～20H
・冬期一斉休業 12月28日～平成 9年1月6日
・入学試験等による休館 平成 9年1月31日～ 2月8日
平成 9年2月28H~3月2日
図書館自己点検・評価について (3) 
b 所属・学年別入館者数（総合図書館）
¥ 所属
1 年 2 年 3 年 4 年 ＾ ロ 計
法 43,754 32,348 46,415 42,688 165,205 
文 41, 420 37,750 40,403 51,659 171,232 
経済 25,127 21,044 23,205 25,010 94,386 
1 
部 商 35,616 26,151 23,306 30,098 115, 171 
巫子
社会 39,548 26,957 22,655 27,660 116,820 
生
総情 629 595 2,428 3,652 
工 50,409 47,282 51,348 52,651 201,690 
1部計 236,503 192,127 209,760 229,766 868,156 
2 部学生 13,423 14,409 11,044 13,137 52,013 
1 • 2部計 249,926 206,536 220,804 242,903 920,169 
大学院学生 56,386 
教 職 員 17,432 
校 友 28,981 
そ の 他 20,442 
＾ ロ 計 1,043, 410 
C 時期別・月別・時間帯別総入館者数及ぴ 1日平均入館者数（総合図書館）
月 開館H数 時間帯 9 ~10 10~11 ll~12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 19-20 20-21 21-22 合 計
総入館者 4728 10438 9077 14335 14110 14854 9348 10369 6671 4681 2530 899 284 102324 
4月 24 .. ． .......... .．．.． ... ． ・ー 響雫・ ・＇ー・'. . ... ． 
1日平均 197 435 378 597 588 619 390 432 278 195 105 37 12 4264 
総入館者 5373 11631 8577 15811 15591 15575 8840 12008 7382 5849 3415 1302 367 lll 721 
5月 24 ．．．．．． ．．．．．．● ●雫 ．．．．．． .. --..... ..... 
1 H平均 224 485 357 659 650 649 368 500 308 244 142 54 15 4655 
総入館者 4617 10660 8828 15155 14917 16026 9056 11921 7304 5808 3491 1255 347 109385 
6月 23 ．．．．．．． .~... ... ・ • ・ • ・ • 
1日平均 201 463 384 659 649 697 394 518 318 253 152 5 15 4756 
7月
総入館者 8761 11951 10300 14525 15626 15885 12394 11181 7635 5927 3952 1546 238 119921 
24 ・ • ・ •言．． . 
1日平均 365 498 429 605 651 662 516 466 318 247 165 64 10 4997 
小計
総入館者 23479 44680 36782 59826 60244 62340 39638 45479 28992 22265 13388 5002 1236 443351 
95 ．”.讐● ・響雫 • ．． ........● 
1日平均 247 470 387 630 634 656 417 479 305 234 141 53 13 4667 
総入館者 2407 1709 2246 3390 3lll 2430 1667 843 478 202 — |18483 
8月 15 ． ..... ．． ......... ..．．． ．．． ... ．．．．． 
1日平均 160 114 150 226 207 162 lll 56 32 13 1232 
総入館者 1934 6088 5167 7438 8906 9079 6209 5736 3322 2343 1236 360 132 57950 
9月 19 • --詈讐● ． ..... 
1日平均 102 320 272 391 469 478 327 302 175 123 65 19 7 3050 
小計
総入館者 1934 8495 6876 9684 12296 12190 8639 7403 4165 2821 1438 360 132 76433 
34 
1日平均 57 250 202 285 362 359 254 218 123 83 42 1 4 2248 
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月 開館H改 時間帯 9 ~10 10~ll ll~12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 19-20 20-21 21-22 ＾ ロ 計総入館者 4516 10152 8674 14884 14518 16138 9417 11425 7583 5208 3287 1251 279 107332 
10月 25 ．．．． • ●響・ •, •,. .~..... .~......... ......幽• ・ • -------........ ...讐●雫
l H平均 181 406 347 595 581 646 377 457 303 208 131 50 1 4293 
総入館者 3490 7908 6809 11803 12403 13865 8503 10493 6738 4735 2770 1060 257 90834 
1月 23 ． ．．．．．．●詈・ 讐
1日乎均 152 344 296 513 539 603 370 456 293 206 120 46 1 3949 
小計
総入館者 8006 18060 15483 26687 26921 30003 17920 21918 14321 9943 6057 2311 536 198166 
48 
l H平均 167 376 323 556 561 625 373 457 298 207 126 48 1 4128 
総入館者 2675 7393 6864 12250 11958 14519 9075 11004 6846 4672 2702 977 288 91223 
12月 21 ........... ...... ・ •... ..... ●雫・雫 ..... ....... 
1日平均 127 352 327 583 569 691 432 524 326 222 129 47 14 4344 
総入館者 14121 15095 13688 20143 18836 21536 18883 16809 11280 7545 5392 2780 426 166534 
1月 20 .. 
l H平均 706 755 684 1007 942 1077 944 840 564 377 270 139 21 8327 
総入館者 16796 22488 20552 32393 30794 36055 27958 27813 18126 12217 8094 3757 714 257757 
小計 41 ....... -------...雫 9
1日平均 410 548 501 790 751 879 682 678 442 298 197 92 17 6287 
総入館者 1895 1382 1923 2584 2801 2352 1736 1394 608 165 16840 
2月 15 ・ ・ • ・ • ． ．．．．．．．． 
l H平均 126 92 128 172 187 157 116 93 41 1 1123 
総入館者 2946 2703 3518 3671 4330 3602 2873 1842 936 276 26697 
3月 23 ... 
l H平均 128 118 153 160 188 157 125 80 41 12 1161 
総入館者 4841 4085 5441 6255 7131 5954 4609 3236 1544 441 43537 
小計 38 
l H平均 127 108 143 165 188 157 121 85 41 12 1146 
，
 
2
 
躍
館
B
開
年度
285 
合計
注 毎月の開館B数には H曜開館Hを含まない。
時間帯別 1H平均入館者
900 
800 
700 
; ：:： 者 i、‘’/--------1,9,--―`、‘‘ヽ300~-;、9’-i------------ ―；ン←-一――-------＼-- -• ----＿¥ ＿_-- -----------•-----噸
ヽ ヽ`ヽ、
I,-、--、，， 2月～ 3月｀｀｀‘
一 、 ＼
::-t:～2 
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d 利用者別月次入館者数と平均入館回数（総合図書館）
利用区分 1部法 1部文 1部経 1部商 1部社 総情 こl: 2部 大学院 大学教員 合計
人館 者 16062 15916 8949 11551 11323 176 20216 5398 6589 1680 97860 
． .... 
4月 利用対象者 3387 3855 3253 3668 3608 1799 5505 1949 1035 1525 29584 
平均人館匝数 4. 7 4.1 2. 8 3. 1 3. 1 0. 1 3. 7 2.8 6. 4 1.1 3. 3 
人館 者 17361 17477 8998 11371 11740 217 25721 5993 6678 1724 107280 
5月 利用対象者 3384 3853 3251 3665 3607 1799 5496 1949 1032 1525 29561 
平均入館回数 5.1 4.5 2.8 3.1 3. 3 o. 1 4. 7 3. 1 6.5 1. 1 3. 6 
入 館 者 16968 16763 9389 11446 11452 262 26583 5896 6442 1563 106764 
........ ． ... 
6月 利用対象者 3380 3849 3249 3664 3607 1799 5490 1946 1032 1524 29540 
平均入館回数 5. 0 4.4 2. 9 3. 1 3. 2 o. 1 4. 8 3. 0 6.2 1.0 3. 6 
入館者 17062 17763 12651 11005 14511 531 33260 5527 5271 1324 118905 
． ---. -. 
7月 利用対象者 3379 3849 3249 3663 3606 1796 5488 1944 1032 1524 29530 
平均人館回数 5. 0 4.6 3. 9 3. 0 4. 0 o. 3 6. 1 2.8 5. 1 0.9 4. 0 
人館者 3261 2851 970 1146 1352 196 3056 618 2325 669 16444 
.. 
8月 利用対象者 3379 3848 3249 3663 3606 1796 5488 1944 1032 1524 29529 
平均入館圃数 1.0 o. 7 0.3 0.3 o. 4 0. 1 o. 6 0.3 2. 3 0. 4 o. 6 
入館 者 9961 11956 4620 6672 5784 231 8384 2903 3902 1053 55466 
......... 
9月 利用対象者
i 
3374 ! 3838 3237 3657 3601 1804 5464 1916 1026 1524 29441 
平均入館圃数 3.0 3. 1 1. 4 1. 8 1.6 0. 1 1.5 1. 5 3. 8 0. 7 1.9 
入館 者 17391 19790 9975 11380 12316 164 19716 5713 6445 1836 104726 
....... .. ●雫●詈●雫 ..... 
10月 利用対象者 3372 3837 3237 3657 3601 1802 5462 1915 1026 1534 29443 
平均入館回数 5. 2 5. 2 3. 1 3.1 3.4 0. 1 3. 6 3.0 6. 3 1. 2 3. 6 
入館 者 14941 17655 7353 9625 10427 245 16874 4329 5364 1530 88343 
......... ............. .. 
1月 利用対象者 3372 3836 3235 3657 3600 1801 5456 1912 1025 1534 29428 
平均入館囮数 4. 4 4.6 2. 3 2. 6 2. 9 o. 1 3. 1 2. 3 5. 2 0. 9 3. 0 
入館 者 14586 20365 7823 11410 11167 142 13989 4241 4324 1316 89363 
12月 利用対象者 3371 3836 3235 3656 3600 1801 5453 1911 1025 1533 29421 
平均入館圃数 4. 3 5. 3 2. 4 3. 1 3. 1 0. 1 2. 6 2. 2 4. 2 0.9 3. 0 
入館者 28986 24692 20141 25897 23092 311 29615 9837 4428 1157 168156 
.......... 
1月 利用対象者 3367 3832 3229 3652 3592 1796 5436 1889 1022 1532 29347 
平均入館囮数 8.6 6.4 6. 2 7. 1 6. 4 0. 2 5. 4 5. 2 4.3 0. 8 5. 7 
入館者 3068 2578 1114 1069 1289 474 2023 510 2240 614 14979 
．．．．．．．． ．．．．． 
2月 利用対象者 3366 3832 3229 3652 3592 1796 5436 1890 1022 1532 29347 
平均人館囮数 0.9 0. 7 0. 3 0.3 0. 4 0.3 0. 4 0.3 2. 2 0. 4 0. 5 
入 館 者 5558 3426 2403 2599 2367 703 2253 1048 2378 816 23551 
3月 利用対象者 3366 3832 3229 3652 3592 1796 5436 1890 1022 1532 29347 
平均人館囮数 1. 7 o. 9 o. 7 0. 7 0. 7 0. 4 o. 4 0. 6 2. 3 0.5 o. 8 
人館者 165205 171232 94386 115171 116820 3652 201690 52013 56386 15282 991837 
...... 
合計 利用対象者 40497 46097 38882 43906 43212 21585 65609 23056 12331 18343 353518 
平均人館回数 4. 1 3. 7 2. 4 2.6 2. 7 0. 2 3. 1 2. 3 4.6 o. 8 2. 8 
注 1 学部・大学院の利用対象者は毎月未の在学者数を示す。
注 2 平均人館囮数とは、入館者数を利）l対象者で割り、四捨五入して小数第 1位まで
求めた数値で、 1人当りの平均人館[ul数である。
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(2) 図書資料の利用に関する統計
a 月別図書利用者数並ぴに利用冊数
こ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 合 計
1,009 1,456 1. 394 858 371 1,273 2,055 2,221 2,368 1,094 191 246 14,536 
学部学生 .... ... ...... ． 
2,443 3,513 3,389 2,139 1,288 4,038 5,329 5,633 6,386 2,624 477 623 37,882 
館
97 116 110 86 34 80 120 92 89 47 48 68 987 
大学院生・ .. ．．．． ．．．．．．．尋●
245 278 282 240 101 223 313 212 211 117 124 176 2,522 
総
内 34 56 42 33 27 29 35 45 27 30 17 31 406 
教職員 .... ... .. 
閲 94 426 106 110 86 116 76 109 93 77 58 105 1, 156 
140 173 143 152 112 139 170 151 128 129 86 137 1,660 
＾ ロ
臣，と 学外者 ・ ・ • ・ • • -・ • ・ •, •,. 
706 656 661 ! 545 664 667 761 543 586 497 379 719 7,384 
1,280 1,801 1,689 1,129 544 1,521 2,380 2,509 2,612 1,300 342 482 17,589 
計 ... ・ • ・ • ・ • 
3,488 4,573 4,438 3,034 2,139 5,044 6,479 6,497 7,276 3,315 1,038 1,623 48,944 
図
10,928 14,068 15,965 13, 118 2,424 8,972 17,686 16,832 19,529 28,232 2,088 2,383 152,225 
学部学生 ．．．．．． 
19,307 24,552 28,049 25,290 5,075 17,075 31,672 30,974 37,816 59,514 4,574 4,781 288,679 
書 館
1,336 1,441 1,263 1,158 507 844 1,336 1,202 1,063 1,192 472 415 12,229 
大学院生 ・ ... ・響 ● ● ........ ．．．．．．．． .. 
2,944 3,040 2,574 2,572 1,209 1,857 2,961 2,692 2,563 2,924 1, 154 978 27,468 
外 589 847 516 499 243 384 572 530 377 403 230 270 5,160 
教職員 ． . ..... ........ ....... 
館
貸 1,485 1,271 1, 136 1,218 586 1,005 1,232 1,384 1,012 1,052 651 714 12,746 
429 461 426 361 232 336 398 380 292 280 190 271 4,056 
出 学外者
1. 078 1,112 1,013 976 580 854 985 1,903 690 739 463 746 1, 139 
13,282 16,517 18,170 15,136 3,406 10,536 19,992 18,944 21,261 30,107 2,980 3,339 173,670 
計 ． .．.,』
24,814 29,975 32,772 30,056 7,450 20,791 36,850 36,953 42,081 64,229 6,842 7,219 340,032 
14,562 18,318 19,859 16,265 3,950 12,057 22,372 21,453 23,873 31,407 3,322 3,821 191,259 
＾ ロ 計 ... .．． ... ． 28,302 34,548 37,210 33,090 9,589 25,835 43,329 43,450 49,357 67,544 7,880 8,842 388,976 
463 866 798 1,203 22 275 934 697 707 1, 161 76 40 7,242 
学部学生 .． ... 
高 679 1,317 1,237 2,065 37 428 1,427 1,061 1, 125 2,120 159 73 1, 728 
館
槻 21 19 10 12 
， 16 15 16 13 20 14 6 171 
外
教職員
54 31 12 41 29 39 20 28 27 36 52 15 384 
図
貸 2 2 8 1 
゜゜
2 
゜゜
4 1 
゜
20 
書
学外者 .. ， 6 21 1 
゜゜
6 
゜゜
5 3 
゜
51 
出
室 486 887 816 1,216 31 291 951 713 720 1, 185 91 46 7,433 
計
742 1,354 1,270 2,107 66 467 1,453 1,089 1, 152 2,161 214 88 12,163 
注 l 館内閲覧・館外貸出ともに上段は利用者数、下段は利用冊数を示す。
2 館内閲覧とは、図書館利用規程第 9条による利用をいう。
3 館外貸出とは、図書館利用規程第14条による利用をいう。
4 高槻図書室は館外貸出のみとし、教職員数にはティーチング・アシスタントの大学眈学牛を含む。
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b 月別入／車検索者数
こ 4 月 5 月 6)J 7 月 8 月 9 月 10月 1 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計
総
人
学部学生 672 1,616 1,601 1,415 636 1,508 2,760 3, 132 3,752 2, 195 386 323 19,996 
A ロ 大学院生 2,039 2,346 2,314 2, 191 941 1,535 2,353 2,118 1,613 1, 792 823 897 20,962 
庫
図 教職員 758 793 640 635 363 521 778 639 494 500 294 424 6,839 
書
検
その他 10 27 29 27 27 33 28 26 17 15 16 24 279 
館
索
計 3,479 4,782 4,584 4,268 1,967 3,597 5,919 5,915 5,876 4,502 1, 519 1,668 48,076 
注 1 入庫検索とは、図書館利用規程第13条による利用をいう。
2 「その他」とは、特別の事由により入！車を許可された研究員等を示す。
C グループ閲覧室利用状況 d 文献複写サービス
□ 利用件数 利用者数
総合図書館
種別•月別
枚 数
高槻図書室
枚 数
4 186 2,605 4) l 129, 114 1,060 
5 298 4,314 5月 93,852 1,818 
6 230 3,335 6 J 145,014 2,215 
7 184 2,620 7月 187,068 4,533 
産弔
8 116 1,698 8)J 49,639 93 
， 142 2,419 
子
9月 86,805 441 
10 299 3,920 10月 183,786 2,298 
1 1 285 3,824 式 11月 195,525 3,253 
12 234 3,615 12月 229,974 1,971 
1 94 1,435 複 1月 226,926 4,472 
2 110 1,883 2月 87, 116 893 
3 110 1,720 
写
3月 49,378 726 
合 計 2,288 33,388 合 i;-1" 1, 664, 197 23,773 
日平均 8 118 カラー複写 2,983 
注 総合図書館における利用状況である。 日平均 5,839 92 
学 件数 568 
マ プ 内
イ
IJ 者 コマ 33,406 
ク
ロ ン A子ユ., 件数複 70 
写 卜 外
者 コマ 3,372 
注 総合図書館の月別電子式複写枚数には、カラー複写を含む。
「カラー複写」は、内数としての合計枚数である。
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e 図書館間相互利用
図丼館フォーラム第 2号(1996)
ロ
国 内 国 外
提 供 依 頻 提供 依頼
閲覧 貸出 複写 合計 閲蒻 借用 複写 合計 貸It', 複写 合計 借用 複写・ 合[;.l•
4月 29 30 385 444 27 30 318 375 （） 
゜゚ ゜
JO 10 
5月 31 28 268 327 33 19 251 303 
゜゚ ゜゚
] 3 13 
6月 25 29 283 337 34 15 312 361 
゜゚ ゜゚
23 23 
7月 45 17 380 442 48 20 301 369 
゜゚ ゜゚
1 1 
8月 16 2 188 206 23 20 147 190 
゜゚ ゜゚
13 13 
9月 33 30 299 362 29 20 233 282 
゜゚ ゜゚
2 2 
10月 57 47 460 564 46 38 437 521 
゜゚ ゜゚
12 12 
1月 56 26 337 419 60 21 349 430 （） 
゜゚ ゜
10 10 
12月 42 22 213 277 46 5 187 238 
゜゚ ゜゚
10 1() 
1月 24 16 204 244 42 34 192 268 
゜゚ ゜゚
， ， 
2月 16 25 127 168 21 6 149 176 
゜゚ ゜゚
25 25 
3月 26 32 259 317 20 10 122 152 
゜゚ ゜゚
33 33 
合叶 40 0 304 3,403 4,107 429 238 2,998 3,665 
゜゚ ゜゚
171 171 
f 参考業務
学 内 利 l i 者 学：外利用者
区 分 合 .rt 
教職員 大学院生 学部 I: その他 校 友 諸機関 そ の 他
所 祓 53 109 75 3 6 3 251 
詭l
事 項 1 10 16 10 ］ 1 49 
その他
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜杏． A ロ 叶 64 119 91 15 7 4 300 
廿経テレコン 5 5 22 75 107 
I 
R 
JOIS 8 2 1 25 36 
サ DIALOG 2 3 1 42 48 
I LEXIS 
゜ ゜ ゜
4 4 
ビ
その他 1 
゜
1 57 59 
ス
合 i;•I • 16 10 25 203 254 
g 参サ業務
期
し
Ij
1
ー
後期
図書館ツアー
958名
9名
端未機説明会
813名
9名
個人対象ガイダンス
1名
0名
ゼミガイダンス
3 9 f'1.・ 
0件
640名
0名
注 図古館ツアーと端末機説明会は新入牛を対象に実施したものを除く。
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(3) 督促関連の統計
a 年間資格別督促件数 b 督促作業実施状況
資 格 督促件数 実施 H 対 象 者 督促件数
法 328 1996. 5. 1 専任教員以外 610 
文 320 7. 1 専任教員と名誉教授 176 
部 経済 347 10. 2 専任教員以外
1,257 
A ・子 商 333 11. 7 専任教員と名誉教授 212 
部 社会 376 12. 5 専任教員以外 600 
生
総情 199 1997. 1. 16 卒業・修了見込者及び卒業者・修了者 476 
工 592 1.17 学部学生(3回生以下） 275 
二部学部生 246 1. 21 専任教員と名養教授 124 
大学院学生 228 2. 12 卒業・修了見込者 1, 106 
専任教且 490 3.13 卒業・修了見込者 705 
非常勤講師 141 
関西四大学 1 
その他 149 
A ロ 計 3,750 合計 5,541 
注 1 返却期限内に返却されなかった図書（延滞図書）の督促。
2 専任教員以外とは、学部学生、大学院学生、科目等履修生、聴講生、研究牛、専任事務職員、定時事務職共、優待、四大
学教員、四大学院生、留学生、委嘱研究貝、その他特別許可者などである。
C 予約延滞図書の督促
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
件数 28 64 67 52 6 45 66 87 109 188 18 14 744 
冊数 32 73 77 60 7 52 75 100 125 145 2 1 16 783 
注 延滞図書の中で、特に他の利用者から希望があった図書の緊急の督促。
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(4) 蔵書に関する統計
① 収書状況
a 図書形態資料 （単位：冊）
＼ 区分 和書 洋書 合 計・
購入 30,852 21、946 52,798 
取
得
受贈 2,768 892 3,660 
内 その他 4,783 6,463 11, 246 
訳
合計 38,403 29,301 67,704 
除籍抹消 12,130 371 12,501 
増減計 26,273 28.930 55,203 
期末在高 987,460 596,705 1,584,165 
注 中国書・ハングル書は、和書に含む。以
下の資料についても同様とする。
c 雑誌・新聞種類数
こ 雑 誌 新和 洋 合計 和
購人 2,145 3,138 5,283 23 
取
得
受賠 2,192 366 2,558 35 
内 その他 67 
゜
67 6 
訳
合計 4,404 3,504 7,908 64 
③ 図書資料購入費 5ヵ年の推移
平成 4年度
和書 158,858,357 
冊子
洋書 243,952,009 
ニューメディア 892,360 
マイクロ フィルム 37,359,240 
資 料 フィッシュ 30,939,600 
A V 資料 1, 855, 290 
合 計 473,856,856 
注 1 平成 5年度までは天六分館分を含む。
2 高槻図書室分は除く。
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b 非図書形態資料 （単位：点）
＼ 区分 マイクロ資料 AV資料 ニューメデ
ィア
7ィルムフィッシュ オーディオビデオ CD-ROM 7ロッピーその他
購人 2,496 425 23 16 
゜
7 
゜取
得
受贈
゜
6 
゜
1 
゜゜゜内 その他 224 86 
゜
66 
゜
111 3 
訳
合計 2,720 517 23 83 
゜
118 3 
除 籍 抹 消
゜゜゜゜゜
7 
゜増減計 2,720 517 23 83 
゜
111 3 
期末在闇 56,040 14,318 401 979 92 592 111 
（単位：種） ② 分類別所蔵雑誌種類数 （単位：種）
聞 分 類 和 洋 合 計
洋 合計 総 記 000 4,009 832 4,841 
49 72 哲 学 100 382 450 832 
1 36 
歴 史 200 815 290 1,105 
社会科学 300 3,481 3,036 6,517 
6 12 自然科学 400 634 790 1,424 
56 120 工
，子いム 500 1,597 1,432 3,029 
産 業 600 602 316 918 
コ-•—, ... = 術 700 594 119 713 
語 ん子ソ 800 218 197 415 
文 ，子ゞム 900 1,445 415 1,860 
A ロ 計 13, 777 7,877 21, 654 
（単位：円）
平成 5年度 平成 6年 度 平成 7年 度 平 成 8年 度
176,181,167 179,913,706 200,895,665 196, 521, 234 
241,226, 186 209,882,518 219,129,686 290,894,021 
1,838,066 3,196,622 6,001,069 8,457,952 
42,006,978 22,522,087 61,875, 529 34,473,447 
27,579,818 58,205,937 25,042,297 21, 262, 923 
1, 691, 050 1,372, 171 988,984 821,674 
490,523,265 475,093,041 513,933,230 552, 431, 251 
図書館自己点検・評価について (41) 
(5) その他関連統計等
a 過去 5年間の開館日数
館］］＼＼門Ij 年 度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月 1月 2月 3月 合計
平成4年度 25 23 24 25 13 20 25 21 22 20 16 25 259 
平成5年度 25 22 23 24 14 20 24 22 22 19 15 25 255 
総合図書館 平成6年度 28 27 28 26 16 21 29 26 24 21 17 24 287 
平成7年度 27 27 28 26 17 22 29 27 24 22 16 23 288 
平成8年度 28 27 28 26 15 21 29 26 24 23 15 23 285 
平成7年度
平成8年度
24 I 24 I 24 I 23 I 13 I 20 I 25 I 23 I 19 1 19 I 18 I 24 I 256 
高槻図書室
24 I 24 I 23 I 24 I 12 I 19 I 25 I 23 I 19 I 20 I 22 I 23 I 258 
b 図書館職員数（平成 8年 4月1日現在）
専任職員 定時職員 小 計
図 書 館 1 1 
図書情報管理課 13(5) 9 (6) 22 (11) 
閲覧サーピス課 16 (10) 30 (14) 46(24) 
レ7ァレンスサーピス課 14(8) 8 (6) 22 (14) 
学術資料課 15(7) 13(10) 28 (17) 
A ロ 計 59(30) 60 (36) 119 (6) 
（ ）内は、女子で内数
C 特別展示等の開催テーマ （平成 6年度～平成 8年度）
年 度 テ マ 期 間
春季 「西田家寄贈 近世・近代の絵画」 平成 6年 4月4日～ 5月16日
平成 6年度
「おおさか文藝書画展—近世から近代ヘー」 平成 6年 9月22日～ 9月27日
秋季 （文学部と共催）於：大丸百貨店
「近世・近代の文藝書画展」於：奈良県新公会堂 平成 6年10月22日～10月23日
「回想 古きよき大阪（江戸から明治の名所めぐり）」 前期：平成 7年 4月1日～ 5月7日
春季
平成 7年度 後期：平成 7年 5月14日～ 6月18日
秋季 「蔵書が語る本の文化史」 平成 7年10月15H~11月19B
春季 「中井藍江とその周辺の画家たち」 平成 8年 4月1H~5月19日
メ吊ム吾江几 「図書館蔵書紹介①『ヴァテイカン図書館蔵本複製版』」 平成 8年 7月1H~9月30日
特別 美学会全国大会展「近世大坂画壇周辺」 平成 8年10月1日～10月13日
平成 8年度 秋季 「スタインベックの広い世界」 平成 8年10月21日～1月22日
新関西大学会館竣工記念 平成 8年10月28日～12月20日
特別 「関西大学図書館所蔵文書展戦国武将の書状」
於：新関西大学会館 アートギャラリー
常設 「図書館蔵書紹介②『古筆・手鑑』」 平成 8年12月9日～平成 9年 1月17日
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d 資料の出陳 （平成 6年度～平成 8年度）
年度 依頼機関 炭示会等の名称 会 期 借 ) 1 依 頼 資 料
平成 6年度 姫路文学館 開『館文 31合1年芝記念特・Il:別企画展 H 6. 4. 2 -5. 29 「許多脚色帖」
芸と居の界』
INAX 『松竹座展』 H 6. 5. 1 -5. 31 大阪・松竹座ポスター
ギャラリー大阪 松竹座グラフィック
神戸市立博物館
特『鎮別展国な・長崎輸貿易の精華展一日本
H 6. 7. 30-9. 18 亥紅毛切本帳本帳亥肌1番割
子阿蘭陀切
人は にを 人していたのかー』 振安船四艘荷物切本本帳 中弐番割三番割
唐船 分切帳千壱番割
料大阪館狭山市立歴史資
特『狭別展山池と遁源」一人』
H6.10.l-ll.13 「南無阿弥陀仏作等集」
町立塩江美術館
企『画藤沢展一族の軌跡』
H 6. 10. 12-10. 30 「七言絶句ー艶菊」藤沢束咳竿
利歌山市立博物館 特『別炭 H 6. 10, 22-11. 23 渡来之大象巻之図並賛 伊藤東涯賛
近ー冊自紀然州科学の本と紀卓州学の風景ー』 象象の絵かわ物ら版）せ形角象深潟昂査門in八
詠象詩奥田三編
享保十四巳酉年[IL1月交趾国象 l・]沢之次第記
池川市立歴史資料館 特r別展 H6.10.22-ll.27 「柳影舟中納涼図」 1••IIl 耕夫筆
ul.本II画耕家夫・耕沖・耕甫』
大分県立芸術会館 特『別展 H 6.10. 28-11. 23 「山水図」長l」-fL'd-i策
竹Ilとその交友たち展』 「漁楽画帖」！Ii春嶽
斎＇，"．』；歴史博物館
企『両平／安衷の姫社たちJ
H 7. 1. 15-2. 19 「今昔物語秩 6」巻20
平成7年度 H本放送協会 特『別炭 束京会場 象之絵大巻象わ物 ）、毛柁形賛象享深香面l
サントリー博美術物館 将軍吉宗とその時代展』 H 7. 」8会. 5 -9. 10 渡象来 之図 伊藤清東涯賛
和歌山市立 和歌LI 場 のから版 潟屋八
H7.9.22-10.29 
丹詠巧象青錦詩撰蒻奥6巻田6I.巻IH冊J・ 編 kl泊j｛ド ト筆
画潜 6 I 
明朝漢淡生筆動事画画卜翁園 3 3 巻HI! 11 
和故 新［面I5 5 ~II· " 
和名画本鑑6 6 fflt,9 
和絵漢本名 苑志 6 6 fl 1 
通宝 9 10冊 橘巻守国喰
和漢新図宿）四・梅巳付扶酉7象桑年巻図画[J7L] 諮 5 5 lit 11 
絵享（本保写十裳本 冊月交趾国象I｝：京之次第記
柿福輻衛山文市立庫 （伊丹市） 秋『俳李特別展 柿衛文印
『東山花見之祀』 寸l甫I
両のながれ［ 立圃から芭蕉 H 7城.9博.15-10. 22 
山城博物館 へ』 福山 物館
H 7. 10. 28-11. 26 
池田市立歴史民俗資 特『別炭 H 7.10. 21-12. 3 『大阪松竹座ポスター』から 10点
料館 痙舞台と銀治ふ座にの11．和界』大ー池田の呉 『紙治の図』
服•明 と昭 阪芸能史一
湯木美術館 冬『季展 H 8. 1. 5 -2. 12 『彊分船』勝巻 l
HI戎ー絵両にみる今宮戎』 『摂住津津吉名 図絵絵』 巻 3
『 名所図 』 3 
『華勝地抄』
『浪揃華花風流繁名物晶湿記』 l．巻
『浪自慢 』
『花』
『滑稽花浪頷花名所』I; 
『浪 芳譜』にわItっIt五
（社）卜1本書籍出版協会 『H本出版文化史展』ー百万塔陀 H 8. 2. 3 -2. 25 『遊子方言』
羅（尼水からマルチメディアヘ一 田舎老｝＼多川爺
都文化博物館）
昂稲念田大学博坪物内博士 特『別炭示 H 8. 3. 25-5. 10 『許多脚色帖』 7、点
記演劇 館
ーJ・.ニ2J.．歌代舞1:位歌資右料衛／門疫の周辺』 『をくるま』 1点｛
『蜀山家隻』草 4 
『『大落葉新板のとドん』とん（藤婦1"1し雑』証I第J奴72冊の内） 1点
平成 8年度 伊丹「Iiす芙術叩館 冬季鬼企画展 H 8. 4. 6 -5. 12 『浪富化及澱川沿岸名勝』
闘柿衛文 『 貫と春卜』 『j和ilり 手名鑑1Lli』タE』
『両史会:要』
『『丹卜翁冑錦新 』
『r1明,i.1刺本紫掘硯寿』，＇，’i』
町田rli:fr．国粽版lri1美 『西洋初期印刷本と版j1li』屎 H 8.10. 5-11.24 『LaCommedia di Danthe Alighieri 
術館 STpu_ opeL p tafiorentino』
『 lementumchrorncarum』
『T. ivi Decades』
『Cosmocghrrcaphia : s1ve De situ orb1s』
『Liber onicarum』
『Bocacedes nobles maleureux』
岡山県立芙術館 特（女別展 『FemaleIdentityた』 H 8. 10. 9 -11. 10 『ti人女郎，’r＼定』 2巻
はどう表現されてき か）
早稲念Il大学坪博内館博：t 能楽資代料展『能楽の,’＜（戸l-中1: H 8. 12. 4 r勧進能井狂言尽番組』 4冊
記 演劇物 から近 まで』 -9. 1. 14 
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2 関西大学図書館自己点検・評価委員会規程
（設置）
第 1条 大学の教育研究水準の向上を図るとともに、
図書館における自己点検・評価の取り組みを推進
するために、自己点検・評価に関する規程を定め、
図書館自己点検・評価委員会（以下「委員会」と
いう。）を置く。
（任務）
第 2条 委員会は、図書館における教育研究の支援
活動及ぴ管理運営の自己点検・評価の取り組みを
行うため、次の事項を行う。
(1) 自己点検・評価の方針の策定及び点検項目の
設定
(2) データの収集、分析並ぴに検討
(3) 報告書の作成
（各機関の協力）
第 3条 委員会は、前項第 2号に規定するデータ収
集のため、それに係わる各機関に対して協力を求
めることができる。
（報告）
第 4条 委員会は、自己点検・評価の結果を図書委
員会に報告するとともに、大学自己点検・評価委
員会の求めに応じて報告を行う。
（構成）
第 5条 委員会は、次の者をもって構成する。
3 自己点検・評価のあゆみ
年月 H 事
制定平成 6年 1月28H
(1) 図書館長
(2) 図書館次長
(3) 図書委員のうちから図書館長が指名する者若
干名
(4) 図書館事務組織における各課から各 1名
（委員長等）
第 6条 委員会に委員長を匿き、図苦館長をもって
充てる。
2 委員長に事故あるときは、図書館次長がその
職務を代行する。
（運党）
第 7条 委員会は、委員長が招集し、その議長とな
る。
2 委員会は、委員の 3分の 2以上の出席をもっ
て成立し、議事は出席委員の過半数をもって決す
る。
3 委員会は、必要に応じて、委員以外の者に出
席を求め、その意見を聴くことができる。
（事務）
第 8条 委員会の事務は、図書情報管理課が行う。
附則
この規程は、平成 6年 4月1日から施行する。
附則
この規程（改正）は平成 8年 4月1Bから施行する。
項
H. 8. 7. 9 I 0第1肘因書館自己点検・評価委且会作業部会開催 今期自己点検・評価の進め方について
H. 8. 7.19 I 0第2回図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 第2次調査作業と今期日己点検・評価の進め方について
H. 8. 7. 30 I 0第3回図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 第2次調査作業〔その（二）ー指摘事項と現状についての調査一〕と進め方について
H. 8. 9. 9 I 0第4回図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 『調査作業票〔その（二）ー指摘単項と現状についての調査」について
H.8.9.1710第5回岡書館自己点検・評価委員会作業部会開催 『調査作業票（その（二）ー指摘庫項と現状についての調査』について
H. 8. 9. 18 I 0第6回闊書館自己点検・評価委員会作業部会開催 『調査作業票（その（二）ー指摘半項と現状についての調査』について
H. 8. 9. 19 I 0第7回國書館自己点検・評価委札会作業部会開催 『調査作業票（その（二）ー指摘単項と現状についての調査』について
H. 8. 9.20 I 0第8厠梱書館自己点検・評価委且会作業部会開催 『調査作業票〔その（二）ー指摘車項と現状についての調杏」について
H.8.9.2110第9囮図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 『調査作業累〔その（二）ー指摘ボ項と視状についての調査」について
H. 8. 9. 24 I 0第10圃因書館自己点検・評価委且会作業部会開催 『調査作業票〔その（二）ー指摘ボ項と現状についての調査」について
H. 8. 9.25 I 0第1回図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 『調査作業票〔その（二）ー指摘事項と現状についての調査』について
H.8.9.2610第1回図書館自己点検・評価委員会開催 (1)本年度の団書館自己点検・評価について (2)作業部会からの報告について
H. 9. 1.14 I 0第12回図書館自己点検・評価委員会作業部会開催 第2次調査作業票 (95年度報告概要に対する現状とその検討状況）について
H. 9. 3.13 I 0第2回悦書館自己点検・評価委H会開催 (1)『悦書館フォーラム」掲載の原稿について
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IV 自己点検・評価委員会名簿
・作業部会委員を示す。
選 出 氏 名 任期（元号） 備 考
規程第 1号の委員 浦西和彦 6. 4. 1 -9. 3. 31 委員長、凶書館長
規程第 2号の委員 •永橋充昭 6. 4. 1 -9. 3. 31 図書館次長
規程第 3号の委員 大和正史 8. 4. 1 -8. 9. 30 法学部教授
千藤洋三 8. 10. 1 -9. 3. 31 法学部教授
田中俊也 8. 4. 1 -9. 3. 31 文学部助教授
樫原正澄 8. 4. 1 -9. 3. 31 経済学部教授
小澤 守 8. 4. 1 -9. 3. 31 工学部教授
規程第 4号の委員 ・船越一英 6. 4. 1 -9. 3. 31 図害情報管理課長
•池澤弘子 8. 4. 1 -9. 3. 31 閲覧サービス課課長補佐
•山下正修 8. 4. 1 -9. 3. 31 レファレンスサービス課主任
・柴田 真一 8. 4. 1 -9. 3. 31 学術資料課課長補佐
自己点検・評価委員会事務局
図害館図書情報管理課課長補佐栗林 弘
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